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漢方処方の
長所を集めた

本剤は「傷寒論｣の中の｢小承

気湯」と「金置要略」の中の

｢厚朴三物湯｣及び｢麻子仁丸」

の薬方の長所を集めて創られ

た製品で、 4錠中に次の処方

によって抽出された有効エ
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関
場
博
士
に
よ
れ
ば
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
わ
が
川
に
伝
え
た
の
は
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ベ
ル
ヘ
ン
９
名
目
牌
冨
日
烹
侭
の
口
と
い
う
和
の

人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
拠
り
所
と
さ
れ
て
い
る
の
は
オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
○
印
冨
『
ｚ
四
目
８
が
一
八
九
七
年
に
杵
わ
し
た
「
第

十
七
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
印
腱
商
会
と
日
本
と
の
関
係
」
目
の
屏
昌
の
冒
侭
ｇ
号
尻
昌
の
号
嚴
且
胃
胃
冒
９
日
冒
瞥
］
の
画
匡
荷
冒
ロ

旨
弓
苛
苛
盲
目
の
耳
で
あ
る
と
さ
れ
、
ナ
ホ
ッ
ド
は
こ
の
こ
と
を
ヴ
ア
レ
ン
タ
イ
ン
が
一
七
二
四
年
か
ら
一
七
二
六
年
に
か
け
て
特
わ
し
た

「
旧
お
よ
び
新
束
イ
ッ
ド
誌
」
に
の
せ
て
い
る
「
川
島
誌
」
か
ら
引
用
し
た
と
書
い
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
私
が
こ
の
こ
と
を
最
初
に
湖
べ
た
村
上
頂
次
郎
博
士
訳
の
「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
」
第
二
輯
に
よ
る
と
そ
の
二
八
一
一
頁
に

医
師
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
、
ヘ
ル
ヘ
ル
と
あ
り
索
引
で
は
９
号
閂
呼
冨
①
日
冨
品
①
昂
と
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ

ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ン
９
号
胃
牌
冨
日
冨
侭
の
目
と
い
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
と
少
し
ち
が
う
。
不
審
に
思
っ
た
が
幸
い
、
東
大
史
料
細
纂
州
に
オ
ラ
ン

ダ
ハ
ー
グ
の
文
書
館
に
あ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
口
誰
」
の
原
本
か
ら
撮
っ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
て
疵
ん
だ
と
こ
ろ
次

申
上
げ
て
み
よ
う
。

カ
ス
パ
ル
流
外
科
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
わ
が
川
で
慶
安
の
初
年
（
一
六
五
○
）
ご
ろ
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
「
閑
学
蜥
姑
」
に
も
犯
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
流
祖
に
州
る
人
に
つ
い
て
は
こ
と
に
関
場
不
一
彦
博
士
が
度
々
考
証
を
試
み
ら
れ
、
ま
た
昭
和
九
年
に
は
Ⅱ
本
医

史
学
会
の
特
別
講
演
と
し
て
そ
の
日
本
渡
米
お
よ
び
滞
在
年
度
に
っ
い
て
考
祉
さ
れ
て
い
る
。

私
は
年
来
い
わ
ゆ
る
「
闘
館
Ｈ
誌
」
を
皿
砿
し
て
い
る
が
、
関
場
博
士
の
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
二
三
の
不
審
が
あ
る
の
で
そ
れ
秤
を
こ
》
‐
」
で

の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
流
祖
に
つ
い
て

大

烏
閏
三

郎
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商
館
長
ア
ン
ト
’
一
オ
・
フ
ア
ン
・
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
口
記
の
一
六
五
○
年
一
月
二
十
六
日
の
項
に
、
明
ら
か
に
。
閉
Ｒ
『
降
冨
①
日
言

品
の
『
と
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
と
旗
め
る
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
知
り
得
た
新
し
い
事
柄
で
あ

る
。
私
が
読
み
得
た
も
の
は
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
原
木
と
最
も
近
い
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
今
、
イ
ク
ロ

フ
イ
ル
ム
に
あ
る
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
と
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
と
硫
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ

博
士
は
前
説
を
も
っ
て
し
て
は
、
こ
と
に
Ｈ
本
滞
在
が
催
か
八
ヵ
月
Ⅲ
の
知
Ⅲ
川
と
い
う
事
実
で
は
す
べ
て
協
合
を
欠
き
、
疑
わ
し
い
と
考

察
さ
れ
、
百
方
考
証
を
重
ね
た
末
、
馬
場
貞
山
が
軍
訳
し
た
「
東
北
鍵
刺
滑
川
Ｍ
誌
肝
作
雑
肥
訳
説
」
六
巻
を
川
典
と
し
て
、
曲
に
肌
か
れ
た

と
こ
ろ
を
右
に
述
謬
へ
た
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
博
士
が
馬
場
貞
由
の
訳
本
に
あ
る
と
こ
ろ
を
基
と
さ
れ
た
主
要
仙
町
は
Ｍ
芹
に
大
要

次
の
ご
と
く
あ
る
記
事
で
あ
る
．
『
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
九
月
十
日
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
サ
が
南
部
山
田
浦
に
碇
油
し
、
舩

農
ス
ケ
エ
。
フ
以
下
十
人
が
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、
南
部
藩
の
保
護
を
受
け
て
江
戸
に
護
送
さ
れ
た
。
江
戸
で
取
調
べ
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
、
そ
の
う
ち
六
人
は
冬
中
に
長
崎
へ
送
ら
れ
、
次
に
挙
げ
る
四
人
だ
け
が
江
戸
に
の
こ
っ
た
。

第
二
に
申
上
げ
た
い
の
は
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
の
渡
来
し
た
年
に
つ
い
て
で
あ
る
。
関
場
博
士
は
明
泊
三
二
年
「
Ｉ
外
医
邪
新
報
」

第
四
五
一
号
と
昭
和
八
年
発
行
の
「
西
医
学
東
漸
史
砧
」
上
巻
の
な
か
で
、
カ
ス
。
ハ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ン
の
来
朝
は
、
慶
安
←
一
年
（
一
六
四

九
）
九
月
十
九
日
で
、
十
一
月
二
十
五
日
に
江
戸
に
向
い
、
十
一
一
月
三
十
一
Ⅲ
に
江
戸
に
繭
き
、
約
十
一
ヵ
月
Ⅶ
江
戸
に
滞
在
、
慨
伽
を
教
え

翌
年
十
一
月
十
阿
日
に
出
島
に
帰
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
の
出
処
は
前
に
掲
げ
た
ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
何
博
士
は
昭
和
九
年
四
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
医
史
学
会
の
州
上
で
特
別
講
演
『
和
闘
流
外
科
ス
ハ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
蛎
蹟
』

を
行
わ
れ
「
そ
の
な
か
で
前
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ
を
訂
正
し
て
、
カ
ス
・
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
は
寛
水
二
十
年
（
一
六
四
三
）
二
川
に
鍵
靱

行
を
名
と
し
て
北
海
に
あ
る
探
検
を
目
的
と
し
た
闘
船
二
艘
の
一
「
ブ
レ
ス
ヶ
ン
ス
」
ザ
の
医
師
と
な
り
、
九
月
十
日
に
南
部
川
川
棚
に
上
陸

以
来
、
日
本
に
淵
在
満
七
年
二
カ
月
に
お
よ
び
、
慶
女
三
年
（
一
六
一
九
○
）
十
二
川
十
七
Ⅲ
に
長
崎
を
去
っ
て
州
凶
し
た
こ
と
を
溝
瓶
の
要
旨

以
来
、
Ｈ
Ｌ

と
さ
れ
た
。

ン
は
誤
り
で
あ
る
と
信
ず
る
。
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ゴ
オ
プ
マ
ン

賢
長
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
・
ヘ
レ
フ
エ
ル
ト
乏
筐
苗
日
國
琶
①
ぐ
の
耳

砲
術
士
ユ
リ
ア
ン
・
ス
ヶ
エ
デ
ル
旨
厨
自
陣
冨
且
の
一

外
科
医
カ
ス
・
ハ
ル
・
ス
ハ
ア
ム
ベ
ル
ヘ
ン
○
牌
冨
日
冨
侭
①
己

給
仕
（
あ
る
い
は
助
手
）
ヤ
ン
・
ス
ミ
ッ
ト
旨
。
、
日
昏
ａ
目
号
）

そ
の
う
ち
ス
ヶ
ェ
テ
ル
に
よ
っ
て
砲
術
ま
た
は
火
砲
な
ど
の
操
縦
法
、
ス
ハ
ア
ム
》
ヘ
ル
ヘ
ン
に
よ
っ
て
剛
方
の
医
術
が
、
カ
ス
“
ハ
ル
流
外
科

と
し
て
我
邦
人
の
希
望
肴
に
教
授
せ
ら
れ
、
門
弟
倖
は
杜
撰
な
が
ら
も
そ
の
療
法
を
受
け
伝
え
た
。
』

「
蘭
館
日
誌
」
に
よ
れ
ば
・
フ
レ
ス
ヶ
ン
サ
の
燗
部
領
碇
泊
に
関
す
る
記
事
は
一
八
四
三
年
九
月
十
日
の
項
に
は
じ
め
て
兄
え
て
い
る
。
そ
の

記
事
は
当
時
の
商
館
長
で
あ
っ
た
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
が
書
い
た
も
の
で
、
長
崎
の
川
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
お
い
て
雄
一
川
か
ら
の

拠
り
と
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
Ⅱ
に
エ
ル
セ
ル
ラ
ッ
ク
は
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
船
便
ス
ハ
１
プ
に
宛
て
て
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
エ
ル
セ

ラ
ッ
ク
は
そ
の
年
の
十
一
月
八
日
に
長
崎
を
川
発
、
江
戸
参
府
に
向
っ
た
。
十
二
Ｈ
－
Ｈ
に
江
戸
に
着
き
、
ト
ー
月
三
日
に
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
に

関
す
る
審
問
を
簿
府
の
役
人
か
ら
受
け
て
い
る
。
Ⅲ
川
血
Ｈ
に
プ
レ
ス
ヶ
ン
サ
船
股
ス
ハ
ー
プ
以
下
の
人
々
と
会
い
、
そ
の
後
そ
れ
群
の
人
々

が
釈
放
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
細
か
に
述
べ
、
十
二
月
←
一
－
四
ｕ
に
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
は
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
の
人
々
と
共
に
江
→
脚
を
出
発
し
、

翌
年
一
月
二
十
四
口
に
長
崎
に
帰
着
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
江
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
人
を
残
し
て
き
た
こ
と
は
少
し
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
腱
崎
に

帰
っ
て
か
ら
長
岫
奉
行
に
差
出
し
た
南
部
か
ら
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
十
名
の
氏
名
苔
に
は
船
長
ス
ハ
ー
プ
・
〒
ハ
ィ
レ
フ
エ
ル
ト
笄
は
肥
さ
れ
て
い

る
が
、
ス
ハ
ム
ゞ
ヘ
ル
ヘ
ン
の
名
は
何
等
肥
さ
れ
て
い
な
い
。

右
に
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
関
場
博
士
が
い
わ
れ
た
『
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ム
。
ヘ
ル
ヘ
ン
は
寛
水
二
十
年
に
南
部
川
田
油
に
碇
泊
し

た
プ
レ
ス
ヶ
ン
号
に
乗
糺
み
、
九
月
十
Ⅱ
に
Ⅲ
本
ｋ
陸
以
来
日
本
に
滞
在
満
七
年
三
カ
月
に
お
よ
ぶ
』
と
の
こ
と
を
す
べ
て
否
定
す
る
。

そ
れ
な
ら
ば
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
が
川
本
に
来
た
時
は
い
つ
か
と
い
う
と
そ
れ
は
一
六
四
九
年
九
月
十
九
日
で
、
商
館
災
は
ア
ン

ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ロ
ウ
ク
ホ
ル
ス
ト
と
い
っ
た
。
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
は
商
館
長
と
共
に
十
二
月
二
十
五
日
膿
岫
を
出
発
、
江

戸
に
Ⅲ
い
、
十
二
月
三
十
一
口
に
江
戸
に
着
い
た
。
そ
の
の
ち
商
務
員
ウ
ィ
ル
レ
ム
・
バ
イ
レ
フ
エ
ル
ト
、
砲
手
ユ
リ
ア
ー
ン
・
ス
ヘ
ー
デ
ル
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伍
長
ヤ
ン
・
ス
ミ
ッ
ト
と
共
に
江
戸
に
居
残
り
、
約
十
一
カ
月
間
江

戸
に
滞
在
し
、
そ
の
翌
年
十
一
月
十
四
日
に
出
島
に
帰
っ
た
こ
と
等

を
私
は
「
藺
館
円
誌
」
の
記
載
か
ら
主
張
し
た
い
。
な
お
奇
妙
な
こ

と
は
、
関
場
博
士
が
い
わ
れ
た
一
六
四
三
年
に
Ⅱ
本
に
来
て
江
戸
に

残
っ
た
ス
ハ
ム
ー
ヘ
ル
ヘ
ル
と
生
活
を
共
に
し
た
人
の
名
が
右
に
記
し

た
と
こ
ろ
と
ま
つ
た
く
同
一
な
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
こ
う
い
っ
た

誤
り
は
関
場
博
士
が
引
用
さ
れ
た
女
獄
の
信
依
性
を
疑
わ
し
め
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
慶
大
医
学
部
講
師
）

本
会
第
六
○
回
総
会
の
記
念
事
業
と
し
て
刊
行
を
計
画
し
た
「
医
学
古
典

集
」
は
既
報
の
通
り
、
第
幸
冊
の
望
月
三
英
著
「
勧
灰
抄
」
を
川
月
に
出
版

し
た
が
、
第
二
冊
の
長
与
専
斉
著
「
松
香
私
志
」
は
測
版
と
校
脈
に
意
外
の

時
川
を
没
や
し
遅
延
し
た
。
目
下
、
最
終
の
校
止
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
八

月
末
に
は
公
刊
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

第
三
川
の
三
浦
梅
園
著
「
造
物
余
潭
」
と
中
井
雁
軒
將
「
越
俎
弄
筆
」
は

幸
い
両
耆
と
も
自
筆
稿
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
門
版
と
写
真

版
で
原
型
辿
り
に
影
印
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
ま
た
製
賊
に
靖
干
し
た
。
刊

行
は
九
吋
末
の
予
定
。

節
川
川
の
「
杉
川
玄
白
未
刊
随
筆
集
」
は
、
戦
後
伝
を
失
っ
た
迩
柵
叩
の
歌

集
が
最
近
再
出
現
し
た
の
で
、
収
誠
す
る
も
の
は
六
繩
と
な
り
、
脱
稲
し
た
。

節
五
冊
の
締
力
洪
庵
著
「
人
身
究
理
小
解
」
と
岡
研
海
箸
「
生
機
諭
」
も

原
袖
は
ほ
ぼ
脱
抽
に
近
い
の
で
、
五
川
ま
で
今
年
叩
に
川
版
で
き
診
兄
込
み

で
刊
行
服
序
も
右
の
通
り
で
あ
る
。
節
六
冊
以
下
は
川
下
の
兄
込
は
た
た
な

い
の
で
、
刊
行
順
序
は
未
定
で
あ
る
。

な
お
、
「
陸
学
古
典
集
」
は
本
会
で
は
細
集
事
務
だ
け
で
、
川
版
発
売
は

東
京
都
文
京
Ⅸ
駒
込
片
町
三
二
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社
（
脈
替
Ⅱ
応
束
京
一

三
八
一
六
番
）
で
行
っ
て
い
る
。
希
望
の
方
は
直
接
出
版
元
に
御
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。
特
殊
出
版
物
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
し
か
も
根
本
史
料
を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
好
の
方
々
に
お
す
す
め
い
た
だ
き
た
い
。

口
医
学
古
典
集
刊
行
予
告

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

■
、
Ｊ
Ｆ
ｎ
可
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
８
１
ｊ
ｑ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
■
■
Ｊ
ｊ
、
１
１
１
１
１
１
■
■
１
．
日
０
Ｊ
１
１
１
Ⅱ
■
■
１
１
１
１
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本
草
和
解
」

里
‘
〃
・
供
術
Ⅱ
Ｊ
Ｉ
Ｌ

ミ
リ
ン
ヵ
は
和
閑
医
方
輸
入
の
初
期
か
ら
文
政
年
代
頃
ま
で
約
百
五
十
年
Ⅲ
駆
虫
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
品
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ま
っ

た
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
ミ
リ
ン
カ
の
最
初
の
文
献
は
西
玄
川
の
軒
と
し
て
伝
わ
る
延
宝
二
年
（
エ
ハ
七
町
）
の
耆
入
あ
る
「
和
藺
陀
口
和
」

で
、
そ
の
巾
の
附
藺
渡
妙
薬
之
覚
に
ス
ウ
ト
ホ
ウ
（
甘
草
）
・
ビ
リ
リ
（
乾
服
）
・
ヘ
イ
サ
ラ
ハ
サ
ラ
（
鮓
答
）
と
共
に
ミ
リ
ン
カ
と
だ
け
記
載
さ
れ

た
も
の
で
、
形
状
効
能
等
が
無
い
の
で
、
只
当
時
輸
入
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
丹
波
頼
理
箸
の
「
本
草
薬
名
備
考
」

（
延
宝
六
年
一
六
七
八
）
は
和
蘭
医
方
薬
品
を
記
し
た
最
初
の
刊
本
で
あ
る
が
、
そ
の
巾
に
『
ミ
リ
ン
カ
、
南
蛮
物
也
。
能
ク
虫
ヲ
下
ス
』
と

あ
り
、
ま
た
延
享
三
年
著
、
東
伯
元
の
「
奇
薬
輯
録
」
に
も
『
美
里
牟
加
、
南
蛮
ニ
産
ス
、
制
虫
二
効
有
り
』
と
記
し
て
い
る
の
で
そ
の
駆
虫

薬
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
年
代
頃
の
著
と
思
わ
れ
る
写
本
「
和
蘭
陀
外
科
諄
」
巾
の
閑
Ⅱ
対
訳
語
彙
に
『
一
、
ア
プ
セ
ン
テ
イ
ン
チ

ン
〔
菌
陳
〕
、
一
「
ミ
リ
ン
カ
同
草
』
と
あ
る
の
で
、
ミ
リ
ン
ヵ
は
ア
フ
セ
ン
テ
シ
肝
目
琴
で
有
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ア
フ
セ
ン
テ
は
和

蘭
語
ど
叩
の
日
．
皆
吾
の
冒
国
四
号
、
目
ご
巨
冒
で
「
ド
ド
ネ
ウ
ス
和
蘭
本
草
和
解
」
に
「
阿
児
斯
狹
、
按
一
一
大
東
唐
川
二
｜
プ
用
プ
ル
所
ノ
閑
陳

嵩
ナ
ル
雫
へ
、
筐
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
耆
に
こ
の
草
を
用
い
れ
ば
腸
内
の
虫
を
遂
下
し
あ
る
い
は
吐
く
、
た
だ
に
服
用
す
る
の
み
で
な
く

外
か
ら
伝
け
て
も
虫
を
治
す
、
と
あ
る
の
で
前
記
の
文
献
と
も
よ
く
符
合
す
る
．
野
呂
元
丈
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
著
し
た
「
和
蘭
陀

股
‐
←
私
．
佃
晶
‐
｜
こ
よ

γ
‐
Ⅲ
Ｕ
ｇ
１
Ｉ
Ｕ
・

セ
ー
メ
ン
セ
ト
ワ
ー
リ
ヱ
、
ラ
テ
ン
名
、
薬
店
ノ
名
、
ミ
リ
ン
カ
、

ヲ
ル
ム
コ
ロ
ィ
ト
、
ヲ
ラ
ン
ダ
名
、
ヲ
ル
ム
ハ
虫
ヲ
云
う
、
コ
ロ
イ
ト
ハ
薬
ヲ

一
小
児
ノ
虫
生
テ
腹
州
ス
ル
’
一
大
黄
ト
当
分
細
末
シ
蜂
蜜
一
一
煉
合
セ
川
ユ
レ
ハ 楽

ヲ

關
方
薬

｡

ミ
Ⅲ
ノ
ン
力

云
、
專
ラ
虫
ヲ
殺
ス
故
名
ト

レ
ハ
虫
ヲ
下
シ
テ
ョ
シ
、

考

佐
藤
文
比
古
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３
薬
品
手
引
草
加
地
丼
向
茂
菩
安
水
七
年
（
一
七
七
八
）
ミ
リ
ン
カ
ヲ
ラ
ン
ダ
の
草
の
根
、
偽
物
を
を
し
。

以
上
い
ず
れ
も
、
、
、
リ
ン
カ
を
草
の
根
と
し
て
い
る
の
は
前
詑
の
諸
文
献
と
は
群
し
く
杣
異
し
て
い
る
。
胡
坑
連
に
似
た
蘭
方
の
駆
虫
葉
と
し

て
は
ロ
昌
園
①
且
唱
匡
ｇ
寄
匡
丘
．
函
①
司
冨
９
コ
国
匡
昌
日
旨
○
鳥
．
が
あ
る
。
「
陶
療
薬
解
」
（
一
八
○
六
）
に
扇
画
三
目
①
胡
黄
連
主
効
礁

と
あ
る
が
拉
１
語
の
セ
ー
メ
ソ
セ
ト
ワ
ー
リ
ヱ
は
胖
日
ｇ
呼
号
四
旨
①
〕
で
艀
日
①
邑
殴
昌
○
邑
冒
と
同
義
語
で
シ
ナ
花
国
○
『
①
ｍ
・
言
冒
用
の

こ
と
で
、
利
閑
語
ヲ
ル
ム
コ
ロ
イ
ド
は
言
○
民
日
尻
目
丘
で
こ
れ
に
は
三
種
あ
っ
て
一
は
⑦
①
白
①
①
画
①
乏
○
『
日
尻
目
己
（
弓
四
国
胃
①
房
昌
ぐ
匡
‐

』
ぬ
閏
の
、
）
二
は
葛
。
儲
冒
：
○
号
且
の
周
昌
旦
（
響
一
色
の
冒
醇
邑
号
の
言
９
次
が
乏
○
爲
白
圃
餌
且
》
厚
の
ぐ
の
『
目
且
．
乏
○
壗
冒
聞
口
匙
（
苫
昏
の
目
の
‐

一
四
⑤
臣
邑
：
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
後
者
を
指
す
の
で
、
ミ
リ
ン
カ
は
シ
ナ
花
の
俗
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
項
の

ア
フ
セ
ン
｜
テ
を
広
く
ヨ
モ
ギ
属
の
名
と
す
る
と
、
こ
れ
も
シ
ナ
花
と
な
る
が
、
な
ぜ
に
シ
ナ
化
セ
ン
メ
ン
、
ン
ナ
を
ミ
リ
ン
カ
と
い
う
た
か
は
不

明
で
あ
る
。
、
ソ
ナ
化
は
判
時
種
子
と
誤
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
杜
仙
物
は
遠
く
ロ
、
望
Ｊ
川
巾
部
に
雌
す
あ
の
で
欧
州
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
椴
苫
間
に
は
臂
吾
の
日
画
画
の
柚
物
属
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
洲
時
わ
が
刑
に
知
ら
れ
た
ヨ
モ
ギ
属
の
駆
虫
薬
と
し
て

は
阿
赫
祁
桿
と
阿
児
斯
陳
の
一
←
種
が
あ
っ
て
、
前
者
は
胃
の
３
．
回
の
〕
“
ぐ
の
『
○
○
口
〕
煙
ぐ
の
冒
冨
と
称
さ
れ
た
．
、
眼
と
し
て
皆
吾
の
日
国
四
四
耳
ｇ
‐

画
邑
匡
日
』
の
忙
帝
を
陰
乾
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
樋
が
あ
っ
て
参
脱
凧
那
ａ
画
昌
○
国
旨
巴
お
よ
び
設
以
玻
列
斯
簡
緑
伊
脱
侭
①
①
ぐ
の
『
め
尻
目
‐

丘
）
と
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
ド
ド
ネ
ウ
ス
和
閑
本
草
和
解
）
。
後
者
は
ど
の
の
自
画
冨
冒
冨
匡
日
．
で
こ
れ
に
も
別
の
極
頻
が
あ
っ
て
参

脱
尼
吉
川
樅
（
駛
景
ｏ
昌
呂
ョ
）
も
そ
の
一
椰
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
川
児
断
映
に
は
→
／
フ
セ
ン
｜
丁
と
シ
ナ
花
を
含
む
こ
と
に
な
り
、

Ⅲ
一
物
と
な
為
が
俳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
卜
卜
八
川
紀
前
半
迄
の
文
献
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
後
に
な
る
と
汎
く
知
ら
れ
て

い
る
の
で
哩
々
吟
証
さ
れ
て
い
る
が
、
岻
鵺
を
得
て
い
る
も
の
が
雌
い
よ
う
で
あ
る
。

１
用
薬
須
知
松
岡
玄
遠
野
宝
暦
九
年
（
←
七
凡
九
）
ミ
リ
ン
カ
い
の
根
な
り
、
江
戸
薬
鮒
に
あ
り
。
机
の
胡
黄
沌
に
似
た
り
。
味
苫

し
」
味
楜
丸
に
し
て
小
児
虫
症
に
川
ふ
。
此
物
偽
物
多
し
、
択
び
川
ふ
く
し
。

２
紅
毛
談
後
膝
梨
存
杵
明
和
一
年
〈
七
六
面
）
、
、
、
リ
ン
カ
草
の
根
な
り
、
和
の
胡
黄
述
に
似
た
り
。
味
苫
し
、
一
味
糊
丸
に
し
て

川
ふ

0
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液
ヲ
脈
シ
山
勅
ヲ
伏
シ
多
川
ス
レ
バ
湧
吐
ス
』
と
あ
る
の
で
砂
昌
○
国
①
す
な
わ
”
頁
函
の
『
ｇ
ｏ
ｇ
厨
巨
昌
．
を
胡
黄
述
と
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
こ
れ
等
の
壹
耆
は
共
に
同
草
を
脂
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
年
代
が
下
っ
て
十
九
壯
紀
と
な
る
と
、

Ｉ
和
蘭
制
剤
千
野
良
岱
著
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ミ
リ
ン
ヵ
は
蛮
薬
な
り
、
無
け
れ
ば
大
蓼
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
ふ
。

２
本
草
綱
目
啓
蒙
小
野
閲
山
菩
文
化
二
年
二
八
○
五
）
古
渡
り
の
蛇
床
子
は
形
小
に
し
て
毛
刺
な
く
堅
に
細
稜
あ
り
。
集
餅
に
説
く

と
こ
ろ
の
如
し
。
形
ミ
リ
ン
ヵ
に
似
て
微
大
に
し
て
踵
み
あ
り
。

３
手
板
発
蒙
大
坂
屋
四
郎
兵
術
著
文
政
六
年
（
一
八
二
二
）
、
、
、
リ
ン
ヵ
芹
顛
の
実
な
る
く
し
毒
あ
り
。

群
と
記
し
て
い
る
が
こ
れ
以
後
は
記
戦
を
見
な
い
。
以
上
の
三
書
は
い
ず
れ
も
小
果
実
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
シ
ナ
花
を
小
果
と
兄
誤

シ
ナ
花
は
椰
閑
で
も
十
七
仙
紀
後
半
か
ら
仙
川
さ
れ
た
薬
で
、
本
邦
へ
の
怖
出
も
充
分
に
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
八
川
紀
後
半
に

お
い
て
は
そ
れ
群
の
た
め
か
あ
る
い
は
戦
争
そ
の
他
何
等
か
の
事
情
で
輸
入
が
止
ま
り
、
そ
の
代
川
鮎
と
し
て
他
の
薬
肺
が
わ
が
川
に
輸
送
さ

れ
た
の
で
、
上
記
の
ご
と
く
草
根
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
偽
物
の
多
い
の
も
仙
簿
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
化
政
時
代
に
な
る
と
各
櫛
の
翻
訳
書
が
い
ず
れ
も
摂
綿
施
那
を
川
い
た
の
で
、
後
に
は

俗
名
の
ミ
リ
ン
カ
は
姿
を
没
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
明
治
薬
人
教
授
）

つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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緒
言

叶
力
と
は
、
吐
剤
を
服
ま
せ
て
嘔
吐
を
起
さ
せ
、
柄
毒
を
排
汕
さ
せ
る
と
い
う
怠
味
の
治
療
法
で
あ
っ
て
、
傷
寒
論
に
み
ら
れ
、
小
国
古
代

医
術
の
汗
、
吐
、
下
の
三
法
の
つ
で
あ
っ
た
．

吐
方
が
わ
が
川
で
行
わ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の
中
期
乃
至
後
期
で
、
所
謂
古
方
派
の
勃
肌
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
礎
耐
医
学
の
肥
５
た
頃
で

あ
っ
て
、
叱
刑
と
し
て
は
、
瓜
帯
、
常
川
、
巴
、
秤
が
用
い
ら
れ
た
。

叶
方
を
打
っ
た
人
々
の
う
ち
先
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
與
村
良
竹
（
一
六
八
九
年
１
一
七
六
一
年
）
で
あ
つ
て
、
瓜
帯
を
川
い
て

席
に
こ
の
方
を
行
い
、
そ
の
門
下
に
は
数
多
の
人
材
が
集
っ
た
。
特
に
川
脇
東
門
・
水
富
独
噸
庵
・
荻
野
台
州
・
田
中
必
大
・
舟
羽
子
牙
等
は

右
名
で
あ
り
、
永
富
独
嚥
庵
に
は
「
咄
方
考
」
（
一
七
六
三
年
）
の
箸
が
あ
り
、
荻
岬
台
州
に
は
「
叶
方
篇
」
（
一
七
六
円
年
）
の
著
書
が
あ

る
。
ま
た
忠
美
二
白
も
こ
れ
を
伝
え
聞
い
て
自
ら
吐
方
を
行
い
遂
に
一
家
を
成
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
大
笑
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
ま
た
こ
れ
ら
の

人
た
ち
と
は
別
に
巾
神
琴
溪
も
独
自
の
工
夫
で
瓜
帯
を
川
い
て
吐
方
を
行
い
人
い
に
好
効
を
挙
げ
た
。

吐
方
は
繩
々
な
疾
患
に
川
い
ら
れ
た
が
、
屡
々
精
神
病
の
治
療
に
応
用
さ
れ
て
、
効
果
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
ｔ
記
の
人
々

①
。
②

の
う
ち
巾
神
琴
溪
は
精
神
病
に
つ
い
て
数
多
く
の
治
療
例
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
琴
溪
の
門
人
喜
多
村
良
宅
も
ま
た
瓜
栫
を
川
い
て
吐

方
を
行
っ
て
粘
神
病
の
治
療
を
行
い
、
「
吐
方
論
」
を
著
し
た
。

江
戸
時
代
精
神
病
の
治
療
に
Ⅲ
い
ら
れ
た
吐
方

（
そ
の
二
喜
多
村
良
宅
の
治
療
に
つ
い
て
）

山

|Ⅱ

照

胤
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喜
多
村
良
宅
に
つ
い
て
は
果
し
て
い
か
な
る
人
で
あ
っ
た
か
余
り
明
か
で
な
い
が
、
「
吐
方
論
」
に
よ
れ
ば
薩
摩
藩
の
侍
医
で
江
戸
に
住
ん

③

で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
吐
方
論
」
は
、
富
士
川
氏
に
よ
れ
ば
、
土
田
翼
卿
の
「
輝
澗
狂
経
験
篇
」
な
ど
と
共
に
日
本
初
の
精
神
病
吾
の

④

一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
す
で
に
中
神
琴
溪
の
精
神
病
の
治
療
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
今
回
は
琴
溪
の
門
人
喜
多
村
良
宅
の

治
療
に
つ
い
て
、
著
書
「
川
方
諭
」
に
よ
っ
て
考
察
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

三
精
神
瓶
の
衲
因
論

大
概
の
場
合
は
膠
淡

る
場
合
に
行
う
の
で
、

一

一

て

い

る

、

一
精
神
瓶
の
分
類

仙
汎
（
ま
た
は
狂
滴
）
ｌ
内
因
性
精
神
柄
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

側
滴
ｌ
神
経
症
あ
る
い
は
反
応
性
精
神
病
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．

良
宅
は
以
上
の
ご
と
く
精
神
柄
を
大
別
し
て
い
る
が
屡
々
混
同
し
て
い
る
場
合
も
あ
つ
て
、

精
神
病
総
論

「
味
方
耐
」
の
伽
半
は
叶
方
に
間
す
る
概
脱
的
事
項
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
後
ｆ
に
お
い
て
『
狩
滴
』
と
し
て
精
神
病
に
つ
い
て
述
兼
へ
ら
れ

緒
神
衲
の
原
因

⑩
遺
仏
的
素
因
を
『
父
子
血
統
相
仏
に
よ
る
も
の
』
と
述
べ

側
幼
時
体
験
と
し
て
『
幼
時
大
に
驚
き
物
胸
中
に
凝
り
』
と
述
諜
へ

側
心
Ｎ
と
し
て
『
成
人
後
、
心
身
を
過
嘆
に
労
し
、
ま
た
驚
陪
心
配
事
の
た
め
抑
欝
憂
愁
し
て
成
る
』
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
殊
に
重
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

で

は
､ ｰ岸．
／今、

し、
｡

（
粘
稠
な
水
分
）
や
靜
火
が
心
胸
に
伏
在
す
る
た
め
に
起
る
と
い
う
。
ま
た
吐
方
は
瓶
が
胃
お
よ
び
胸
部
よ
り
ｋ
に
在

従
っ
て
狂
痛
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

⑤
．
⑥

和
田
束
郭
や
叩
神
琴
溪
の
一
分
類
経
明
碓
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航
狂
澗
の
硴
状

四
汎
病
（
精
神
病
）
沽
療
概
脱

仙
叶
力
の
適
応
ｌ
『
腓

帥
咄
〃
を
速
か
に
行
う
べ

ａ
脈
状
烈
し
き
初
発
時 『

腓

間
身
体
糀
状

精
神
油
の
症
状
に
つ
い
て
観
察
は
線
帝
で
あ
っ
て
、
現
今
の
桁
神
医
学
と
対
比
し
て
仲
々
皿
味
が
あ
る
観
察
を
行
っ
て
い
る
。
然
し
、
こ

れ
ら
の
椛
状
は
単
に
羅
列
的
に
妃
域
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
未
だ
系
統
的
な
体
系
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ｂ
慢
惟
経
過
中
の
烈
し
い
刊
燃

側
先
ず
梁
物
治
療
を
行
っ
て
身
体
を
川
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
回
復
さ
せ
て
か
ら
吐
方
を
行
う
べ
き
場
合

ａ
元
来
の
旧
疾
が
あ
る
ｋ
に
心
Ｎ
反
応
を
起
し
た
場
合

元
来
両
洋
脹
学
が
渡
来
す
る
以
前
の
医
学
（
漢
方
）
に
お
い
て
は
精
神
症
状
と
身
体
症
状
は
別
個
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
必
ず
相
互
に
関

述
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
桁
神
炳
の
身
体
症
状
も
椛
視
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
極
々
の
記
載
が
あ
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ

の
点
に
つ
い
て
記
載
を
簡
申
に
述
べ
る
。

'3）

ｂ
叫
仲
過
労
の
場
合

『
派
病
、
摘
搦
の
症
あ
る
も
の
は
吐
す
勿
れ
、
先
ず
措
搦
を
冷
し
て
後
之
を
吐
せ
、
然
ら
ざ
れ
ば
必
ず
直
視
上
鼠
し
て
死
す
』
と
あ
る
・

こ
れ
は
搭
搦
の
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
器
質
的
変
化
の
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
器
質
的
変
化
を
先
ず
治
療
し
て
か
ら
吐
力
を
行

っ
て
糀
神
症
状
の
胎
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
雌
朧
の
後
叶
神
の
不
洲
祁
の
時
川

叶
力
の
禁
忌

沈
伏
を
易
と
し
、

ノ
べ
き
賜
合

肺
浮
数
を
雌
と
す
、
沈
伏
は
そ
の
涯
浅
く
、
浮
数
は
そ
の
藤
深
し
』
と
述
べ
ま
た

－40－



(B)(a)(b)佃
剛
人
体
賊
と
み
え
ら
れ
る
も
の

『
Ⅲ
術
の
起
塒
動
作
や
人
と
の
応
対
な
ど
ま
っ
た
く
正
怖
で
あ
る
が
、
次
の
ご
と
き
こ
と
を
語
る
』
と
し
て
、

ｂ
『
臥
さ
ん
と
欲
し
て
臥
す
能
は
ず
、
行
か
ん
と
欲
し
て
行
く
能
は
ず
』
と
述
べ
て
い
る
不
安
状
態

Ｃ
司
仙
き
川
へ
登
り
あ
る
い
は
奔
走
す
』
と
あ
る
仙
蒋
状
態
な
ど
の
肥
戦
が
あ
る

側
忠
肯
が
語
る
内
容
の
異
柑
（
異
状
体
験
）

粘
神
肺
状
、
私
見
に
よ
り

川
魁
肯
が
表
出
す
る
症
状

ａ
肱
は
沈
伏
沈
渋
浮
数
な
ど
で
あ
る

ｂ
眼
が
青
く
唇
燥
き
胸
腹
の
動
悸
が
冗
進
す
る
。

Ｃ
州
久
し
く
続
い
て
も
疲
れ
ず
、
寒
熱
往
来
、
盗
汗
削
痩
な
ど
も
挙
げ
て
い
る
㈲

粘
神
肺
状
、
私
見
に
よ
り
次
の
ご
と
く
ま
と
め
て
み
た
。

妄
想
と
紗
え
ら
れ
る
も
の

ｂ
『
川
窓
を
お
と
な
う
市

幻
兇
と
吟
え
ら
れ
る
も
の
・

ａ
ま
だ
見
た
こ
と
も
な

ｂ
あ
る
い
は
家
の
中
深
。

ｃ
叫
鴫
っ
て
泉
音
、
鐘

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

ま
だ
見
た
こ
と
も
な

ａ
「
川
ら
智
者
と
と
な
え
、
自
ら
尚
貴
と
と
な
え
る
』

ｂ
『
川
窓
を
お
と
な
う
声
に
驚
き
、
あ
る
い
は
風
雨
去
来
の
割
き
を
怖
る
』
と
述
べ

ａ
窄
笑
、
独
語
、
大
声
で
わ
め
く
、
不
眠
、
夢
交
、
絃
黙
、
貧
食
あ
る
い
は
不
食
、
坊
怒
、
泣
き
悲
し
む
、
人
に
会
う
こ
と
を
い
や

が
る
。
そ
の
他

い
川
や
川
や
神
社
仏
閣
の
形
状
を
、
あ
た
か
も
自
分
が
作
っ
て
き
た
よ
う
に
語
る

あ
る
い
は
家
の
中
深
く
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
が
ら
外
の
で
き
ご
と
を
知
る

叫
鴫
っ
て
泉
音
、
鐘
荷
を
Ⅲ
き
、
あ
る
い
は
眼
乱
れ
て
花
が
飛
び
、
鬼
が
往
来
す
る
を
兇
る
。
な
ど
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
幻
覚
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（
註
１
〕

こ
の
忠
背
に
は
二
聖
散
を
川
い
て
吐
方
を
一
回
行
っ
た
だ
け
で
症
状
は
相
当
な
回
復
を
悪

り
覚
ぬ
た
時
に
は
意
識
哨
川
と
な
っ
て
い
て
、
全
身
の
関
節
が
痛
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

復
せ
し
め
得
た
例
で
あ
る
。

当
時
Ⅲ
Ⅲ
般
人
の
精
神
病
に
対
す
る
必
え
方
が
何
の
・
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
次
に
挙
げ
る
記
載
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
良
宅
は

こ
の
書
の
巾
で
『
世
人
知
ら
ざ
れ
ば
あ
る
い
は
狐
懸
き
の
た
め
と
な
し
、
あ
る
い
は
神
の
崇
り
と
な
し
、
医
者
も
ま
た
そ
れ
ら
の
俗
説
を
改
め

よ
う
と
も
せ
ず
、
治
療
も
で
き
な
い
』
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
精
神
病
患
者
が
で
き
る
と
必
ず
家
族
は
神
仏
に
祈
っ
た
り
、
巫
子

や
僧
侶
に
祈
騰
を
頼
ん
だ
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。

精
神
病
（
狂
澗
）
の
症
例

次
に
述
識
へ
る
各
症
例
は
、
種
々
な
医
療
に
よ
っ
て
も
少
し
も
回
復
せ
ず
、
数
ヵ
月
乃
至
数
年
に
お
よ
ん
だ
も
の
を
良
宅
が
叶
方
に
よ
っ
て
回

側
狂
澗
正
価
（
精
神
分
裂
病
と
考
え
ら
れ
る
例
）
金
杉
町
、
甚
兵
術
の
妻
は
、
多
弁
、
言
語
滅
裂
、
口
夜
興
奮
状
態
を
呈
し
て
走
り
廻

ｄ
私
は
以
前
心
臓
を
あ
る
と
こ
ろ
へ
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

剛
癒
澗
の
精
神
運
動
発
作
あ
る
い
は
夢
小
遊
汀
の
ご
と
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
記
城
。

ａ
伽
月
五
’
六
口
連
唾
し
て
さ
あ
ず
、
（
後
述
の
症
例
⑤
参
照
）

ｂ
伽
夜
に
わ
か
に
起
き
て
舞
踏
し
、
あ
る
い
は
蹴
球
し
、
あ
る
い
は
脾
眠
巾
に
よ
く
敬
を
唄
い
、
製
側
は
少
し
も
知
ら
な
い
。
等
を

U

C D. aつ
み
ト
。

軍つ

た

り
、

や
炉
は
て
い
る
。

胸
の
中
に
別
の
人
川
が
い
る
、
と
い
つ
た
り
へ

私
は
前
口
の
私
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
り
、

私
は
以
前
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
砧
し
た
り
、
袖
を
聞
い
た
り
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
い

（
註
２
）

た
。
さ
ら
に
内
服
薬
を
与
え
た
．
そ
し
て
熟
睡
よ

然
る
に
偶
々
芝
町
に
大
火
事
が
あ
っ
て
、
患
者
の
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家
も
類
焼
し
た
た
め
し
ば
ら
〃

間
も
な
く
完
全
に
寛
解
し
た
。

以
上
の
例
は
あ
る
い
は
躁
炳
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
区
別
は
以
上
の
肥
戦
で
は
川
か
に
で
き
な
い
の
で
、
発
抽
の
城
座
か
ら
券
え
て

精
神
分
裂
病
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

側
狂
澗
雑
証
（
精
神
分
裂
州
と
み
え
ら
れ
る
例
）
内
藤
侯
の
女
、
十
七
才

発
狂
し
た
た
め
祈
騰
や
吐
方
を
行
っ
た
が
四
年
間
浦
ら
な
か
っ
た
。
（
こ
の
吐
方
は
不
通
切
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
）
す
な
わ
ち

日
夜
眠
ら
ず
、
刺
戟
的
で
怒
り
坊
く
、
怒
る
と
暴
言
を
は
き
、
床
を
叩
い
た
り
、
器
物
を
投
げ
た
り
し
、
ま
た
始
終
走
り
畑
っ
て
い
て
、
ど
こ

（
註
４
〕

へ
で
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
身
体
は
肥
満
し
強
健
で
あ
っ
て
、
便
秘
し
て
い
た
の
で
、
数
Ⅱ
の
間
下
剤
（
大
黄
湯
）
を
用
い
た
俊
一
←
拙
散
を
与

え
た
が
、
分
量
を
一
匁
よ
り
四
匁
ま
で
漸
次
噛
撞
し
た
が
、
膠
疾
を
な
か
な
か
吐
川
し
な
い
の
で
、
婚
酢
を
酒
で
の
ま
せ
た
り
、
宝
型
散
と
商

陸
汁
を
兼
用
し
て
連
用
し
た
鮎
県
、
漸
く
七
・
八
Ⅲ
Ｈ
剛
に
膠
疾
（
粘
稠
な
液
体
）
を
盆
に
一
杯
吐
出
し
、
そ
の
後
熟
睡
す
る
こ
と
－
杯
一
夜
に

お
よ
ん
だ
。
そ
れ
以
来
僅
か
に
回
俊
し
た
の
で
、
さ
ら
に
吐
方
を
続
行
し
、
←
年
後
に
は
病
気
は
十
中
七
・
八
は
除
か
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後

四
・
五
カ
月
薬
を
用
い
ず
状
態
を
観
察
し
て
い
る
う
ち
前
記
の
症
状
は
悉
く
寛
解
し
た
。

剛
狂
疾
の
起
り
初
め
（
神
経
症
の
ご
と
き
症
状
を
呈
し
た
例
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
精
神
分
裂
柄
の
極
く
初
期
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
然
し
こ
の
記
載
に
よ
る
だ
け
で
は
米
し
て
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
川
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）

横
山
町
村
田
屋
徳
兵
衛
は
川
、
膿
が
州
ん
で
川
仲
で
き
な
い
。
ま
た
悪
寒
が
あ
っ
た
り
微
熱
が
あ
っ
た
り
す
る
。
食
欲
は
な
く
、
姑
終
淡
を

喀
出
し
て
い
る
。
夜
は
眠
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
次
々
と
浮
ん
で
き
て
、
遂
に
は
朝
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し
眠
れ
ば
Ⅲ
ぐ
亡
妻
の
夢
を

み
る
。
ま
た
敏
感
に
な
っ
て
、
こ
と
ご
と
に
驚
き
易
く
な
っ
た
。
ま
た
言
葉
の
い
い
間
違
い
が
多
い
。
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
は
内
服
薬
で
五
日
後
に
朏
部
の
州
み
が
と
れ
、
食
欲
が
出
た
の
で
、
二
聖
散
を
与
え
て
僅
か
に
吐
か
せ
た
と
こ
ろ
、
唯
一
川
で
前
記

の
症
状
は
ま
つ
た
く
消
失
し
た
。
そ
の
後
洲
恥
す
る
こ
と
数
十
口
で
身
神
共
に
ま
つ
た
く
健
康
に
な
っ
た
。

例
狂
澗
久
瘤
（
欠
陥
性
分
裂
飛
と
汚
え
ら
れ
る
例
）

（
註
３
）

、
治
療
を
中
断
し
た
と
こ
ろ
、
再
び
前
記
の
症
状
が
門
焼
し
た
の
で
、
ま
た
叩
方
を
付
い
、
内
服
薬
で
洲
皿
し
て
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Ⅱ
本
橋
四
日
巾
の
雅
右
衛
門
の
妹
は
発
狂
後
二
○
年
を
経
て
も
、
種
々
な
医
方
、
妙
薬
も
寸
効
な
く
、
万
紫
尽
き
て
こ
の
と
》
」
ろ
数
年
間
は

放
置
し
て
あ
っ
た
。
年
令
三
七
・
八
才
、
身
体
は
痩
せ
、
皮
膚
は
垢
だ
ら
け
で
、
手
に
丸
い
物
を
持
ち
、
語
言
は
不
明
瞭
で
意
が
通
じ
な
い
．

こ
れ
は
吋
体
も
衰
弱
し
て
お
り
、
州
期
も
経
過
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
す
で
に
治
療
の
岬
期
を
失
し
た
と
思
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
眼
光
か
鋭
い
こ

｛
註
５
）

と
の
み
を
頼
み
に
し
て
、
瓜
帝
散
で
僅
か
に
川
し
、
薬
物
を
兼
用
し
た
と
こ
ろ
僅
か
な
が
ら
回
復
の
徴
候
が
み
え
た
の
で
吐
剤
を
漸
峨
し
約
四

年
の
間
に
春
秋
ご
と
に
吐
方
を
百
回
余
り
行
い
、
毎
回
粘
稠
な
液
体
二
升
許
り
を
吐
出
せ
し
め
た
。
（
そ
の
量
が
余
り
多
い
の
で
家
人
が
驚
く

程
で
あ
っ
た
）
そ
の
結
果
症
状
は
非
常
に
改
善
さ
れ
、
五
年
を
経
て
も
ま
っ
た
く
Ｗ
燃
し
な
か
っ
た
。

⑤
狂
澗
迎
脈
（
癒
病
の
精
神
運
動
発
作
の
ご
と
き
症
状
）

妙
円
寺
の
童
僧
は
毎
月
七
・
八
日
の
Ⅲ
連
続
脈
眠
に
陥
っ
て
覚
醒
し
な
く
な
り
、
巾
か
も
そ
の
間
巾
、
大
声
で
し
や
く
る
が
、
川
が
覚
め
て

（
紬
６
〕

か
ら
は
何
も
覚
え
て
い
な
い
。
ま
た
飲
食
、
起
居
動
作
は
γ
常
と
何
ら
、
変
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
澗
疾
と
診
断
し
、
甘
軌
協
心
勘
を
与
え
、

且
時
折
吐
方
を
行
い
、
治
療
回
数
且
・
六
回
で
全
流
し
た
。

側
狂
澗
労
疾
に
似
た
者
（
精
神
分
裂
油
と
吟
え
ら
れ
る
例
）

赤
阪
町
の
近
は
臆
某
の
妹
は
、
屡
々
家
に
雌
聿
が
起
っ
た
後
狂
を
発
し
、
黙
々
と
し
て
譜
ら
ず
、
一
室
に
州
き
込
も
り
、
人
に
会
う
こ
と
を

嫌
い
、
泣
い
た
り
白
般
を
企
画
し
た
り
、
ま
た
連
Ⅲ
食
事
を
供
ら
な
い
か
と
思
う
と
術
人
の
何
倍
も
食
べ
た
り
す
る
．
ま
た
人
が
ｎ
分
を
州
え

に
く
る
か
な
ど
と
い
う
妄
想
を
い
だ
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
一
年
余
り
続
き
医
椎
も
雌
効
で
あ
っ
た
。
忠
者
は
年
荷
く
、
吋
休
は
痩

せ
、
顔
色
は
出
色
く
、
眼
に
涙
を
渦
め
て
お
り
、
砧
し
か
け
て
も
応
答
し
な
い
。
こ
れ
に
瓜
帝
散
若
十
を
与
え
た
と
こ
ろ
膠
疾
艸
・
Ｉ
合
を
吐

出
し
た
。
さ
ら
に
吐
剤
を
増
量
し
、
例
時
に
三
造
加
血
竹
勘
を
兼
川
し
、
三
年
間
に
吐
力
を
白
回
余
り
行
っ
た
。
そ
の
結
果
一
」
れ
ら
の
症
状
は

完
全
に
寛
解
し
た
。

例
狂
澗
狐
呼

例
狂
澗
狐
惣

て
次
の
ご
と
き
例
を
挙
げ
て
い
る
。

き
に
似
た
者
（
反
応
牝
精
神
柄
の
ご
と
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
例
）

鬼
や
狐
が
人
に
過
く
と
い
う
脱
が
腓
か
ら
あ
る
が
、
そ
れ
は
僧
ず
る
に
足
ら
な
い
、
余
の
処
る
と
こ
ろ
で
は
多
く
澗
疾
で
あ
為
。

し
」
Ⅶ
鼎
自
’
し

－44－



以
卜
の
他
数
例
の
治
療
例
が
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
症
候
の
忙
赦
が
さ
ら
に
簡
叩
で
あ
る
た
め
、
果
し
て
現
今
の
い
か
な
る
抽
虹
に
紺
当

す
る
も
の
で
あ
る
か
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

全
治
し
た
。

金
杉
町
美
濃
屋
文
七
の
妻
は
、
あ
る
Ⅱ
の
夕
方
王
子
の
稲
荷
へ
打
っ
た
帰
り
に
、
怠
識
が
混
濁
し
て
、
駕
篭
に
乗
っ
て
帰
宅
し
た
が
、
歌
を

唱
つ
た
り
、
空
笑
し
た
り
、
言
語
は
鮎
乱
し
、
ま
た
他
人
の
気
持
を
い
い
当
て
よ
う
と
し
た
り
し
た
。
ま
た
右
足
が
痛
い
と
い
い
そ
れ
は
山
の

巾
を
歩
い
て
き
た
か
ら
だ
な
ど
と
い
っ
て
、
ま
っ
た
く
急
性
の
錯
乱
状
態
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
家
人
は
狐
が
態
い
た
と
思
っ
て
祈
騰
を
し

た
り
、
甘
松
香
を
焚
い
て
薫
し
た
り
し
た
か
、
精
神
疵
状
は
益
々
烈
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
州
と
診
断
し
、
足
痛
は
も
と
も
と
血
液
の
箭
滞
が

（
註
７
）

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
、
薬
物
治
療
を
行
っ
て
夜
間
少
し
は
眠
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
吐
方
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
川
の
淌
療
で
全
治

し
た
。
治
療
期
間
は
一
月
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。

側
憂
愁
に
よ
り
発
狂
せ
る
者
（
こ
の
例
は
果
し
て
心
因
反
応
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
精
神
分
裂
病
で
あ
る
か
の
Ⅸ
別
は
川
伽
で
あ

結
語

前
述
の
通
り
、
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
砒
方
が
精
神
瓶
の
淌
療
と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
川
か
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
症
例
の
中
に
は
、
そ
の
治
療
経
過
が
一
年
以
上
に
も
お
よ
ん
で
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
症
例
が
果
し
て
吐
力
に
よ
っ
て
回

復
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
自
然
に
緩
解
を
み
た
も
の
で
あ
る
か
の
確
定
は
肘
雌
な
も
の
も
み
ら
れ
た
．
ま
た
治
療
効
県
の
な
か
っ
た

症
例
に
つ
い
て
の
記
載
も
ま
っ
た
く
な
く
、
従
っ
て
叶
方
の
適
応
が
実
際
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
制
す
る
に
当
っ
て
の
対
熈
鮮
が
、

あ
る
金
怖
の
娘
が
嫁
入
り
し
た
と
こ
ろ
、
夫
が
発
斑
し
た
た
め
憂
愁
の
余
り
Ⅲ
じ
く
郡
を
発
し
た
の
で
、
離
婚
し
て
実
家
へ
州
つ
て
き
た
。

そ
し
て
日
夜
欲
を
唱
つ
た
り
、
空
笑
し
た
り
、
泣
い
た
り
、
大
声
を
上
げ
た
り
、
家
人
の
す
き
を
み
て
は
走
り
廻
り
、
ま
た
怒
り
易
く
、
大
声

で
さ
け
ん
で
人
を
近
か
づ
け
な
か
っ
た
。
身
体
は
痩
せ
顔
色
は
悪
い
。
こ
れ
は
二
聖
散
で
吐
方
を
五
日
ご
と
に
七
回
行
つ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い

は
側
で
看
病
し
て
い
た
妹
の
盾
物
が
、
今
迄
自
分
の
知
ら
な
い
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
以
来
漸
次
回
復
し
て
間
も
な
く

ｚ
笹
）

－45－



な
お
喜
多
村
良
宅
は
中
神
琴
溪
の
門
人
で
あ
る
が
、
琴
溪
は
屡
々
吐
方
の
み
で
治
療
し
た
の
に
対
し
て
、
良
宅
は
吐
方
と
兼
川
に
家
方
の
薬

方
を
自
由
に
採
用
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
琴
溪
ほ
ど
の
医
者
で
も
狐
惑
荊
は
狐
が
人
に
葱
く
た
め
と
い
う
俗
脱
を
旧
じ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
良
宅
は
こ
の
点
を
澗
疾
（
粘
神
病
）
で
あ
る
こ
と
を
断
じ
た
こ
と
は
彼
の
卓
見
と
い
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
論
文
の
要
旨
は
第
五
九
ｎ
円
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
）

参
照
（
使
川
さ
れ
た
薬
力
の
内
容
）

註
１
二
聖
散
瓜
帯
亦
小
豆

註
２
大
寧
心
腸
大
黄
挟
苓
鞭
米
竹
茄
折
運
知
母
石
脅

註
３
三
黄
加
石
膏
勘
大
黄
苗
琴
黄
述
石
膏

註
４
大
黄
湯
大
黄
刈
帰
乾
姜
細
辛
人
参
甘
草

註
５
瓜
帯
散
瓜
帯
亦
小
豆

註
６
甘
草
潟
心
湯
甘
草
黄
琴
人
参
乾
姜
歯
述
大
棗
半
夏

註
７
巧
薬
甘
草
加
威
霊
仙
大
黄
刈
州
陽
（
省
略
）

現
象
で
あ
っ
て
、

が
推
定
さ
れ
る
。

な
い
と
い
う
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
吐
方
が
効
を
奏
す
る
際
に
は
多
量
の
粘
稠
な
液
体
を
吐
出
し
て
、
決
し
て
食
物
の
残
澄
な
ど
を
吐
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
仙
味
あ
る

現
象
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
よ
っ
て
吐
力
は
一
樋
の
シ
ョ
ッ
ク
療
法
で
あ
る
と
Ⅲ
時
に
、
脱
水
僚
法
の
意
味
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
と
い
う
こ
と

(3) （2）（1）

文中
神
琴
溪

巾
神
琴
溪

富
士
川
齢

献生
々
堂
医
禅

生
々
堂
拍
験

川
本
医
学
史

(6) （5）（4）

山和山
|+1 出山

照東照
胤郭胤

ｎ
本
医
史
学
雑
誌
６
２
（
昭
釧
年
）

蕉
窓
雑
緬

日
本
東
洋
医
学
雑
誌
ａ
４
（
岫
洲
年
）
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健保適用品

●●■

力咽ゆし在習
冠状動脈，脳，横紋筋，皮膚及び肺の末

梢血管の拡張作用のみならず，血管癌箪

の抑制作用もあり，全身の血行を改善し，

組織への栄養を良好にいたします．

注： 10単位 5管 ￥ 840

〃 50管 夢5,800

錠: 10単位 20" Y 980

〃 100錠 薯4,300

強力治療には…

デボ･力明勿砂令函
カリクレインの作用を，更に高度に

旦つ持続的に発揮せしめる目的でつ

くられた本剤は，楯環系障害の強力
治療に特に好適であります．

注: 40単位

〃

5管

25管

￥1,800

\7,900

輸入元吉富製薬株式会社大阪市束区道修町2-26
販売元武田薬品エ業株式会社大阪市束区道修町2-27
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徳
川
幕
府
の
職
員
録
で
あ
る
「
武
鑑
」
の
熱
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
江
戸
初
期
の
も
の
は
伝
存
頗
る
稀
で
あ
る
。
近
日
、

元
禄
九
年
の
「
御
役
付
川
録
」
な
る
小
冊
子
を
見
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
伝

本
が
少
い
か
ら
、
こ
の
中
の
医
師
の
部
を
抄
出
し
て
公
表
す
る
こ
と
に
し

た
。
姓
名
の
誤
写
が
少
く
な
い
。
横
に
？
印
を
付
し
た
ほ
か
原
本
に
忠
実
な

る
こ
と
を
期
し
た
。
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

御
役
付
目
録

▲
惣
医
者
本
道
集

肝
岻
殖
石
典
薬
叩
通
仙
院
僧
都
法
印
半
井
艫
庵

ｈ

〆

甲

野
率
は
し
典
薬
輌
莚
寿
院
僧
都
法
印
今
大
路
道
三

林
一
不
巾
付
雌
悔
鈍
頃
石
江
戸
宅
一
三
一
云
施
薬
院
僧
都
法
印

千
石
？
？

神
田
は
し
外
典
真
瀬
養
安
院
法
印

弍
栢
晒
し
外
吉
田
意
安
法
印

極
箔
妬
坂
上
池
院

研
究

余
録

』

一

7E

禄
九
年
の
官
医
名
簿

一
牙
柄
蝿
し
外
竹
川
治
部
卿
法
印

峠
媚
鏥
丁
阿
部
長
徳
院

緬
舘
壺
の
下
士
口
川
樵
芳
院

湿
聿
嘩
し
依
田
玄
春
法
服

睡
車
雌
し
長
谷
川
玄
皿
法
眼

に
地
癖
外
森
圭
一
云
仙
法
肌

乍
魑
峠
北
袖
Ⅱ
谷
促
純
法
眼

罰
砺
唾
十
石
高
麗
水
竹
法
服

罰
糯
纒
谷
部
道
室
法
服

翫
聿
摩
し
太
田
道
寿
法
服

垂
顎
牽
ご
橋
平
賀
玄
純
法
服

壷
頭
罐
だ
い
東
宗
雲
法
眼

石

原

千
石
？

巾
兵
術
丁
岡
本
玄
泊

榧
岻
和
須
原
消
庵

五
両
価
？

い
な
り
ば
し
那
須
玄
竹

麺
蝿
唯
ば
し
河
野
松
庵

作
締
畔
し
外
井
上
玄
徹
法
眼

三
百
炎
十
五
人
ふ
ち
細
川
桃
庵

ゆ
よ
そ
ば
し

禧
楯
州
私
感
恥
尚
木
玄
術

に
媚
朧
討
弘
謡
蛇
水
卜
道
川

三
百
表
：
ｌ
皇
」
Ｉ

元
せ
い
く
わ
ん
じ
井
朧
Ⅱ
Ｉ

塞
哨
罐
丁
メ
平
井
肯
庵

灌
鞆
華
下
土
岐
桁
庵

嵯
椰
唾
ぽ
り
人
見
正
竹

明
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涯
銅
罐
だ
い
久
保
玄
貞
法
服

至
妬
忘
森
専
益
法
眼

鞆
謹
針
罐
丁
小
嶋
魯
斎
法
眼

翫
窄
嘩
口
久
志
本
左
京
亮
五
位

毒
媚
礒
箕
浦
を
兀
法
服

弛
頭
罎
だ
い
武
田
道
安
法
眼

に
順
葎
十
人
奥
山
立
庵
法
服

潅
硝
壷
樹
触
橘
降
庵
法
服

仁
函
嘩
し
外
長
嶋
道
仙
法
眼

二
百
表

か
う
じ
丁
天
神
須
原
通
玄
法
服

牡
龍
輌
木
北
村
安
斎

三
百
表

元
や
く
し
と
う
平
出
道
打

暹
舘
繧
岸
井
芳
庵

三
百
表

日
本
橋
式
部
小
路
久
志
本
式
部

仁
硝
啄
木
塙
道
意

維
詣
礒
余
語
如
庵

に
粕
嶬
丁
餌
王
月
市
庵

二
百
表
？

大
坂
丁
泰
寿
命
院

咋
栴
罐
丁
坂
実
庵

三
百
表

両
こ
く
は
ま
丁
片
山
宗
元

祢
順
棒
琳
人
渋
江
松
漸
法
眼

二
百
表
？
？

り
う
け
い
ぱ
し
典
真
瀬
寿
徳
院

に
順
雁
Ⅱ
Ｕ
河
村
玄
東

二
百
表
？

北
こ
ん
や
丁
二
丁
メ
小
森
西
輪

姪
西
華
の
下
木
村
春
湖

璋
雷
嶬
所
丁
小
嶋
昌
怡

百
表

京
御
や
く
ゑ
ん
藤
林
道
寿

Ｅ
野
広
小
蹴
生
野
松
寿

に
順
琵
舟
橋
宗
迪

二
百
表

日
本
橋
二
丁
メ
野
間
安
節

に
順
礒
峰
岸
春
庵

潭
陥
陸
し
伴
道
与

▲
御
近
習
医
師
知
行
所
付
集
二
有

？
。

本
道
真
獺
養
安
院
法
印

本
道
依
田
玄
春
法
服

本
道
長
谷
川
玄
通
法
眼

本
道
森
雲
仙
法
服

仁
稻
礒
ぽ
り
極
佐
九
卜

雲
語
睦
土
岐
芳
庵

▲
御
外
科
衆
集

峠
蛸
額
丁
吉
田
自
庵
法
眼

虻
館
症
十
人
脚
本
伯
典

に
帖
礒
佐
滕
慶
南

二
百
表

新
両
か
え
丁
二
丁
メ
杉
本
忠
惣

圭
誼
罎
く
丁
村
山
臼
伯

程
蝿
嘩
丁
メ
栗
崎
道
有

に
舘
礒
服
部
ｒ
伯

二
百
表

か
う
じ
丁
天
神
牧
野
正
印

栢
朧
什
叺
蛉
ち
栖
井
了
琢

室
計
較
皿
人
吉
益
舂
庵

程
鞆
啄
木
湘
尾
昌
宅

仁
閣
錐
け
丁
仲
谷
格
一
応

に
鞆
歴
津
軽
恵
三

喉
却
礒
丁
枇
軽
意
祥

二
・
白
衣
火
野
了
順

本
所

二
白
衣

神
川
り
う
か
ん
丁
浅
井
休
宅

派
堀
峠
丁
メ
石
川
了
順

十
五
人
ふ
ち
小
崎
三
科

百
炎

本
所

鎖
出
玄
貞

ヨ
州
荊
１
１
岡
了
雲

水本本木
過j直進道

稗
谷
長
順
法
脹

尚
麗
永
竹
法
眼

谷
部
道
室
法
服

太
旧
道
寿
法
眼
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輻
極
所
華
丁
メ
馬
嶋
友
庵

一
癖
唯
計
私
メ
笠
原
養
古

針外外外外本小本
科科科科道児道▲

御
針
医
集

権
函
嶬
神
下
山
崎
宗
Ⅲ

踵
噛
礒
ぱ
箕
山
本
友
仙

サ
ン
セ
ツ

産
聿
嶬
し
栗
本
杉
折

▲
小
児
方
集

一
宿
峰
し
外
東
宗
雲
法
服

陸
伺
罐
ぼ
圭
川
山
一
庵

▲
御
目
医
師
集

平
賀
玄
純
法
眼

束
宗
雲
法
眼

小
嶋
魯
斎

吉
田
自
庵
法
眼

瀬
尾
昌
宅

関
本
伯
典

杉
本
忠
惣

佐
田
玉
縁

畦
。
陸
し
佐
田
玉
縁

三
百
表
・
・
←
日
Ｅ
Ｉ

す
る
が
だ
い
僧
に
二
Ｊ

制
劉
鯛
制
札
松
川
寿
他

産
信
犠
ぼ
吉
川
長
達

に
頃
霊
丁
木
村
養
迩

針
山
本
友
仙

針
山
崎
宗
円

歯
坂
木
一
甫
法
眼

本
道
武
川
道
安
法
眼

本
道
久
保
玄
貞
法
眼

本
道
森
專
益
法
服

本
道
久
志
本
左
京
亮

▲
婦
人
方
集

『
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

酬
創
刷
渕
馴
大
膳
火
夫
了
益

ｒ
Ｌ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
’
１
０
０

▲
御
奥
御
番
医
帥
知
行
所
付
集
二
有

司

ｒ

■

岡
本
玄
治
土
岐
格
庵
津
軽
意
三

人
兇
正
竹
坂
実
庵
天
好
丁
唯

『
〆
‘
叩

泰
寿
命
院
服
部
了
伯
数
腺
油
庵

久
志
本
式
部
尚
水
玄
斎
望
川
巾
庵

▲
御
歯
医
師
集

建
聿
陸
し
堀
本
一
前
法
眼

函
幟
極
勵
本
賀
徳
川

百
俵
十
人

こ
う
し
二
ば
ん
丁
元
康
碩
庵

▲
惣
医
子
息

父
霊
仙
森
雲
長

父
道
仙
長
嶋
丈
庵

父
宗
元
片
山
宗
悦

父
道
庵
平
田
伯
寿

父
意
春
津
軽
意
仙

父
休
庵
金
本
瑞
仙

父
玄
徹
井
上
疑
庵

父
松
湘
渋
江
長
悦

父
格
庵
土
岐
実
庵

父
宗
雲
東
宗
林

父
魯
斎
商
木
崔
庵

睦
聿
雄
し
松
本
養
長

師
誰
唾
人
金
元
休
庵

父
隆
庵

父
正
竹

父
玄
漸

父
実
庵
城
元
茄

父
道
円
木
下
刻
応

桶
川
応

人
見
元
紺

平
賀
玄
他
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▲
御
賜
医
師

三
百
俵
細
谷
弥
二
郎

三
百
俵
橋
本
椎
之
助

は
く
ろ
う
丁
橋
本
太
郎
衛
門

一
笹
山
弥
五
郎

一
百
俵
葉
川
源
次
郎

木
所

元
禄
九
門
子
厳
五
月
吉
日

長
谷
川
町

御
許
物
所
松
会
三
四
郎

三
百
俵
桑
嶋
内
蔵
介

二
百
俵
桑
嶋
源
六
郎

１
１
１
１
』
栗
山
敬
衛
門

陣
楯
韮
之
丁
宗
木
嶋
新
衛
門

Ｑ
グ
ー
、
ｊ
Ｐ
甦
可
タ
白
、
Ｊ
〃
色
、
〃
８
，
Ｊ
〃
込
可
夕
■
、
Ｊ
〃
己
１
ヶ
８
，
４
ヶ
、
、
ｃ
Ｂ

人
事
消
息

尽
ｑ
グ
ー
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
も
タ
ー
、
出
ク
ヒ
、
ク
！
、
タ
ク
Ｌ
も
む
Ｉ
、
ａ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
ク
ー
、
ａ
Ｆ
Ｌ
■
伊

山
崎
佐
・
中
野
操
両
氏
に
感
謝
状
贈
呈
：
：
：
今
春
四
月
十
二
日
に
第
六
○

回
日
本
医
史
学
会
総
会
を
記
念
し
、
本
会
の
た
め
多
年
に
わ
た
り
献
身
的

な
尽
力
を
さ
れ
、
わ
が
国
の
医
史
学
の
普
及
と
知
倣
の
向
上
に
功
労
の
あ

っ
た
前
理
事
長
山
崎
佐
博
士
と
関
西
支
部
長
中
野
操
博
士
に
、
総
会
々

長
で
あ
る
内
山
孝
一
瑚
享
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

緒
方
理
事
海
外
出
張
・
…
：
本
会
理
事
の
東
大
教
授
紺
方
術
雌
博
士
は
阿
際
血

液
学
会
等
の
学
会
参
加
を
か
ね
、
去
る
六
月
二
十
日
窄
路
米
凶
に
向
っ

た
。
九
月
中
旬
ま
で
欧
米
各
国
を
把
ら
れ
、
御
専
問
の
学
会
に
出
席
の
傍

米
国
の
イ
ル
ザ
・
ゞ
ヘ
ー
ス
女
史
は
じ
ぬ
各
国
の
医
史
学
者
と
も
那
一
絡
を
と

ら
れ
る
予
定
。

金
斗
鐘
教
授
来
訪
．
：
。
：
韓
国
の
ソ
ー
ル
大
学
の
医
史
学
教
授
で
あ
る
金
斗
鐘

博
士
は
欧
米
川
雌
の
帰
途
、
阿
月
中
旬
に
東
京
及
び
大
阪
、
京
都
に
京
寄

り
、
内
山
理
事
ほ
か
数
氏
と
懇
談
、
内
閣
文
庫
の
朝
鮮
版
医
菩
等
を
閲
覧

さ
れ
、
医
史
学
の
交
流
と
連
携
を
深
め
ら
れ
た
。
本
会
よ
り
既
刊
分
会
誌

一
部
を
ソ
ー
ル
大
学
医
史
学
教
室
に
贈
呈
。

清
水
多
栄
評
議
員
死
去
・
・
…
・
岡
山
大
学
々
長
、
本
会
評
議
員
清
水
多
栄
博
士

は
学
術
会
議
に
上
京
中
狭
心
症
で
去
る
一
月
三
十
日
令
息
宅
で
急
逝
。
本

会
よ
り
弔
電
を
お
く
っ
た
。
享
年
六
九
。

伊
東
彌
恵
治
理
事
死
去
…
。
：
千
葉
大
名
誉
教
授
、
本
会
理
事
伊
東
弥
恵
治
博

士
は
、
、
水
ら
く
静
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
六
月
二
七
日
沈
下
性
肺
炎
の
た

め
逝
去
、
享
年
六
六
。
本
会
よ
り
弔
辞
を
呈
し
和
田
正
系
評
議
員
が
代
読

さ
れ
た
。
右
御
二
方
に
謹
ん
で
弔
意
を
表
す
る
。
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頼
尚

明
和
九
年
十
月
二
日
転
中
務
大
輔
蝿
毒
頭

頼
理

天
明
八
年
三
月
十
六
Ｈ
任
中
務
権
少
輔

寛
政
六
年
六
月
二
十
日
転
中
務
大
輔

尚
秀

宝
暦
元
年
十
二
月
什
二
日
叙
正
四
位
下
山
十
七
歳

中
山
年

同
六
年
九
月
六
Ｈ
叙
従
三
位
五
十
二
歳

そ
の
三
中
務
少
輔
在
官
一
件
雑
記

半
紙
十
派
枚
、
表
紙
に
「
弘
化
二
年
十
一
川
、
巾
務
少
軸
在
官
一
件
雑
記
」

と
二
行
に
＃
き
、
右
側
下
に
「
中
務
少
鯆
軸
易
（
花
押
）
」
と
あ
る
・

本
文
、
蝋
付
十
四
枚
、
相
当
に
虫
喰
い
が
あ
る
が
、
裏
打
し
て
補
修
し
て

あ
る
の
で
、
ど
う
に
か
判
読
が
で
き
る
。

釦
小
路
家
文
書

本

文

山
崎

（
一
二
）

佐

安
永
二
年
十
二
月
十
九
日
叙
正
四
位
下
三
十
一
歳

中
三
年

同
六
年
四
月
汁
八
日
叙
従
三
位
三
十
五
歳

頼
琿

寛
政
五
年
二
月
十
九
日
叙
正
四
位
下
二
十
七
歳

中
五
年

同
十
一
年
正
月
五
日
叙
従
三
位
三
十
三
歳

頼
易

天
保
八
年
十
二
月
什
六
Ｈ
叙
正
四
位
下
三
十
五
歳

天
保
五
年
十
二
月
三
十
七
Ⅲ
任
中
務
権
少
輔

天
保
十
五
年
砿
月
十
四
日
転
中
務
少
輔

天
保
八
年
十
二
月
冊
六
日
叙
正
四
位
下

到
干
今
年
弘
化
中
七
年

天
保
八
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
弘
化

為
元
弘
化
二
今
年
二
至
テ
九
年
也
天
保
十
四
年
ニ
テ
中
五
年

二
相
成
候
二
付
上
階
父
ノ
例
二
相
叶
候
上
階
可
申
願
ノ
処

中
務
少
輔
十
二
月
閾
一
一
及
候
一
一
付
十
一
月
十
二
日
中
務
少

輔
申
望
候
処
共
年
御
沙
汰
無
之
翌
十
五
年
正
月
十
川
Ⅱ
転

中
務
少
輔
叶
冥
加
畏
入
候
事

一
弘
化
二
年
十
一
月
廿
三
日

頼
尚
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行
向
日
野
家
辻
丹
下
面
会
中
務
在
官
ノ
事
内
々
願
書
入

見
参
反
内
談
之
処
願
書
之
趣
能
相
分
り
候
旨
当
時
イ
ッ

カ
タ
毛
難
渋
時
節
力
｜
フ
ノ
儀
其
段
《
至
極
尤
二
存
候
得

‐
共
又
家
例
ヲ
相
延
シ
候
儀
コ
ノ
辺
〈
何
ト
モ
難
申
入
兎

角
二
内
府
公
ノ
思
召
二
有
之
候
事
之
由
返
答
也

累
肚
蒙

朝
恩
畏
入
存
候
殊
二
昨
年
者
転
任
冥
加
相
叶
深
畏
入

存
候
然
ル
処
上
階
年
限
二
祁
後
居
候
儀
何
共
恐
入
候

得
共
上
階
者
差
当
り
公
事
御
用
毛
無
之
儀
二
付
何

卒
今
一
両
年
在
官
御
用
相
勤
度
奉
歎
願
候
内
密
者
小

禄
肘
窮
之
儀
二
付
伏
而
御
憐
感
之
程
偏
奉
内
願
候
事

十
二
月

右
Ｈ
野
殿
へ
及
内
談
候
事

十
二
月
Ⅲ
Ⅱ

行
向
藤
井
家
上
階
延
引
之
例
承
合
之
処
左
之
通

行
福
卿
中
三
年
言
プ
上
階
ノ
処
中
六
年
ニ
テ
上
階
三

ヶ
年
上
階
延
引
在
官

行
学
卿
中
六
年
二
｜
プ
可
被
申
望
之
処
申
上
置
後
七
ヶ

年
二
及
候
処
言
プ
今
一
両
年
ノ
ト
コ
ロ
在
官

被
相
願
候
シ
カ
ル
処
一
両
年
ノ
ト
コ
ロ
ハ
不

若
候
御
返
答
右
年
限
相
済
候
一
一
付
昨
年
上
階

可
被
致
之
処
当
春
上
階
被
致
候
旨
也

天
保
六
年
正
下

中
九
年

弘
化
二
年
上
階

文
政
七
年
十
二
月

転
中
務
大
輔

大
輔
在
官
中
二
十
年

前
後
二
十
二
年
在
官

弘
化
二
年
十
二
月
四
日

一
行
向
佐
竹
甲
斐
守
亭
頼
易
事
上
階
二
祁
後
居
候
二
付
上

階
可
相
願
本
意
候
得
共
上
階
後
者
格
別
公
事
之
御
用
等

毛
先
無
之
可
相
成
者
今
暫
上
階
相
見
合
中
務
職
務
相
勤

度
且
官
物
毛
有
之
候
事
故
小
禄
困
窮
之
儀
偏
御
憐
感
ヲ

以
右
内
願
之
趣
被
聞
食
之
畏
入
可
存
且
叉
只
今
上
階
ニ

テ
ハ
家
例
連
綿
仕
候
典
薬
頭
二
相
閾
コ
ノ
儀
毛
甚
歎
敷

何
分
ニ
モ
医
官
之
儀
ハ
拝
任
幾
重
ト
モ
相
願
度
モ
ハ
ャ

御
寄
合
二
毛
相
近
付
有
之
儀
ナ
ン
ト
モ
心
配
イ
タ
シ
候

ヶ
様
ノ
事
一
二
ヒ
ロ
ニ
及
内
談
度
存
居
候
処
九
月
よ
り
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十
一
月
三
川

一
藤
井
家
江
行
向
中
務
上
階
延
洲
之
例
借
用
相
頼
万
事
令

尋
問
之
処
左
之
通
り
他

佐
竹
関
東
下
向
十
一
月
廿
九
日
帰
京
右
見
合
居
候
内
相

迫
り
申
候
二
付
不
容
易
成
心
配
二
有
之
候
条
前
文
内
々

和
談
且
亦
只
今
ヨ
リ
医
官
之
儀
相
願
候
而
相
叶
之
其
後

上
階
可
和
願
哉
中
務
之
辺
ヲ
以
上
階
相
延
シ
ヲ
キ
其
後

医
官
可
祁
願
哉
兎
一
一
角
勘
考
口
預
度
可
然
方
一
一
治
定
イ

タ
シ
内
談
申
処
医
官
ノ
儀
小
森
方
御
相
談
毛
可
有
之
候

且
亦
先
年
ノ
次
第
毛
可
有
之
候
今
度
〈
先
中
務
在
官
上

階
御
延
引
御
願
之
方
可
然
鰍
之
由
也
付
而
者
中
務
一
言
プ

上
陪
和
延
々
先
例
将
亦
他
官
ラ
プ
モ
其
例
可
有
之
歎
之

由
被
相
尋
予
答
云
近
例
藤
井
者
上
階
余
程
被
相
延
在
官

毛
当
年
一
一
テ
前
後
什
二
年
之
在
官
也
頼
易
事
漸
昨
年
中

務
拝
任
昨
今
二
ヶ
年
之
勤
仕
二
候
何
卒
今
暫
か
官
御
用

相
勤
度
胃
申
入
之
処
左
候
者
藤
井
之
例
書
付
猶
父
今
一

ヶ
年
ト
ヵ
叉
者
明
年
中
ト
歎
御
変
心
之
処
書
付
可
差
出

之
斤
他
予
置
存
候
旨
厚
申
述
猶
例
書
丼
趣
意
書
等
可
差

州
胃
申
入
置
合
帰
宅
候
事

文
化

同

行
福
卿

家
例
中
三
年
言
プ
上
階
可
有
之
処
中
務
在
官
二

付
中
置
六
年
言
プ
上
階
被
致
候
旨
家
例
ロ
ハ
上

階
三
ヶ
年
延
馴
被
致
候
旨
也

行
学
卿

行
福
卿
ノ
例
一
一
一
プ
中
六
年
一
言
ブ
上
階
被
申
上
候

趣
被
申
上
置
其
後
七
ヶ
年
二
反
候
処
一
ニ
プ
今
一

両
年
之
処
在
官
被
相
願
候
然
ル
ト
コ
ロ
一
両
年

ノ
処
《
不
苦
候
旨
御
返
答
有
之
候
旨
其
後
御
元

服
御
用
被
仰
出
其
年
御
延
引
翌
年
御
元
服
御
用

相
済
候
旨
右
一
両
年
之
年
限
相
済
候
一
一
付
昨
年

上
階
可
相
願
之
処
当
春
上
階
被
致
候
胃
夫
々
返

答
二
有
之
候
事

十
一
月
四
ｎ

一
行
向
藤
井
家
行
福
卿
行
学
卿
上
階
家
例
借
用
頼
入
之
処

則
承
諾元

毎
‐

八
生
‐

服
月
十
一
日

正
月
五
Ｈ

叙
正
四
位
下
三
十
一
歳

叙
従
三
位
三
十
八
歳

行
福
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行
学

天
保
六
年
八
月
廿
三
円
叙
正
阿
位
下
三
十
三
歳

弘
化
二
年
三
月
五
日
叙
従
三
位
四
十
三
歳

右
一
紙
卜
三
位
自
筆
一
一
而
到
来
候
右
例
ヲ
書
付
差
上
候

一
藤
井
江
叉
及
尋
問
御
家
例
中
三
年
ラ
ブ
御
上
階
之
処
行

福
卿
者
中
務
在
官
二
付
中
六
年
ニ
テ
上
階
候
哉
右
之
趣

及
尋
問
之
処
返
書
左
之
通
り

過
刻
者
御
書
中
之
処
今
日
者
煤
払
致
大
取
込
中
不
捧

即
答
恐
入
候
弥
御
安
静
令
賀
候
抑
任
御
命
家
例
相
認

差
上
候
処
段
々
御
丁
嘩
之
御
示
恐
入
候
且
亡
父
上
階

延
シ
候
儀
者
中
務
在
官
二
付
而
之
事
候
被
思
召
候
得

共
被
入
御
念
御
尋
之
趣
何
モ
承
候
尤
祖
父
充
行
之
例

一
百
プ
巾
三
年
号
プ
上
階
之
処
中
務
在
官
致
度
延
シ
六

年
一
一
テ
上
階
致
候
事
二
候
間
在
思
召
可
給
候
且
亦
不

存
寄
美
酒
拝
領
被
仰
付
甚
痛
入
候
ヶ
様
御
心
配
二
相

成
候
而
〈
実
二
恐
入
候
尤
固
辞
可
仕
処
折
角
之
厚
情

却
而
失
敬
二
茂
可
相
成
ト
令
拝
受
依
呉
々
不
存
寄
拝

領
物
実
一
一
ｊ
Ｉ
恐
入
候
猶
後
刻
可
拝
味
ト
相
楽
不
浅

畏
入
存
候
不
日
参
上
万
々
御
礼
可
申
謝
候
先
々
御
答

迄
如
此
候
也

二
白
大
取
込
不
棒
即
答
毎
々
御
人
道
気
毒
千
万

恐
入
候
呉
々
拝
領
物
甚
々
恐
入
候
大
乱
書
廉
答

可
被
免
候
也

十
二
月
六
日
行
学

十
一
月
汁
Ｈ

一
午
刻
斗
行
向
樫
田
右
者
予
中
務
在
官
上
階
延
引
申
度
内

願
相
立
申
度
候
付
而
者
佐
竹
江
書
中
ヲ
以
実
家
之
事
二

付
云
々
内
願
候
条
樫
田
よ
り
も
頼
申
入
則
佐
竹
之
頼
之

書
状
申
受
樫
田
よ
り
之
使
二
而
佐
竹
江
為
持
遣
候
事

右
返
書
一
一
云
御
実
家
様
一
件
何
も
承
候
御
参
沓
口
可

被
栫
候
而
拝
面
可
申
述
ト
之
事
也

十
二
月
五
日

一
佐
竹
江
使
右
者
藤
井
家
之
例
拝
細
易
在
官
願
之
年
数
等

後
刻
可
申
入
旨
申
遺
置
候

十
二
月
五
Ⅲ

一
午
半
刻
斗
佐
竹
江
行
向
之
処
陽
明
江
出
仕
中
之
旨
一
一
付

被
家
僕
予
行
向
候
旨
相
告
候
処
近
衛
殿
へ
向
参
呉
候
様

被
申
時
二
付
夫
よ
り
直
二
参
上
桃
花
殿
御
縁
組
口
悦
し
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き
申
上
候
事

陽
明
竹
之
間
之
奥
一
言
プ
佐
竹
面
会
兼
而
内
願
仕
候
中
務

在
官
上
階
延
引
之
事
弥
今
Ｒ
内
願
申
度
則
藤
井
家
之
例

書
井
内
願
書
等
持
参
候
趣
申
入
佐
竹
云
昨
日
被
仰
候
委

々
篤
度
勘
考
仕
候
処
此
度
者
先
中
務
在
官
上
階
延
引
御

願
可
然
叉
医
官
之
方
ハ
跡
江
相
回
シ
候
方
宜
存
候
旨
医

博
士
二
而
モ
侍
医
ニ
テ
モ
是
〈
此
度
中
務
之
事
相
済
ノ

上
ニ
テ
御
願
出
し
可
然
歎
ト
被
中
候
尤
云
々
其
儀
至
極

承
伏
候
旨
申
入
厚
勘
考
之
程
挨
拶
申
述
事
右
二
付
猶
更

中
務
在
官
上
階
相
延
シ
申
度
及
内
願
候
事
則
願
書
丼
中

務
在
官
上
階
相
延
候
例
書
等
佐
竹
江
相
渡
置
候
事

家
例
巾
三
年
二
｜
ブ
上
階
之
処

奉
耆
四
ヅ
折
美
淡
紙
包

中
務
在
官
申
度
上
階
延
引
之
例

行
福

文
化
元
年
正
月
十
一
日
叙
正
四
位
下
州
一
歳

中
六
年

同
八
年
正
月
五
日
叙
従
三
位
汁
八
歳

行
学

天
保
六
年
八
月
廿
三
日
叙
正
四
位
下
汁
三
歳

中
九
年

弘
化
二
年
三
月
五
日
叙
従
三
位
四
十
三
歳

頼
琿

寛
政
五
年
二
月
十
九
日
叙
正
四
位
下
廿
山
歳

巾
五
年

同
十
一
年
正
月
五
日
叙
従
三
位
川
三
歳

右
例
書
一
通
井
内
願
書
一
通

累
枇
蒙

朝
恩
畏
入
存
候
殊
昨
年
者
転
任
冥
加
相
叶
深
畏
入
存
候

然
ル
処
上
階
年
限
二
相
後
居
候
儀
何
共
恐
入
存
候
得
共

上
階
後
者
差
当
公
事
御
用
モ
無
之
儀
二
付
何
卒
今
一

両
年
在
官
御
川
相
勤
度
奉
歎
願
候
内
密
者
小
禄
困
窮
之

儀
二
付
伏
而
御
憐
感
之
程
偏
奉
内
願
候
事

十
二
月
五
日
頼
易

右
両
通
佐
竹
迄
差
出
置
候
処
先
口
上
二
而
可
相
願
候
共
若

書
取
無
之
哉
御
尋
之
節
《
此
願
書
入
御
覧
可
申
ト
ノ
事
也

今
日
言
上
可
仕
由
也
行
福
卿
《
中
務
一
三
プ
上
階
延
引
候
故

尋
他
予
答
尤
中
務
一
一
付
上
階
延
引
之
旨
返
答
申
入
事
頼
理

毛
家
例
通
り
中
三
年
二
｜
プ
上
階
可
仕
之
処
中
務
在
官
仕
度

中
置
五
年
号
プ
上
階
仕
候
旨
申
入
事
且
藤
井
行
学
卿
〈
中

務
在
官
廿
二
年
一
言
プ
有
之
候
正
味
廿
年
之
在
官
旨
申
入
候

今
一
両
年
之
処
在
官
仕
度
明
年
明
後
年
等
在
官
之
旨
相
願
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一
早
天
佐
竹
江
行
向
之
処
樫
田
へ
行
向
留
主
中
也

同
Ⅱ
午
剋
斗

一
佐
竹
主
税
頭
入
来

自
内
府
公
御
返
答

今
度
中
務
在
官
之
事
佐
竹
ヨ
リ
被
申
上
候
処
中
務
在
官

之
事
一
川
年
之
事
ナ
レ
ハ
宜
敷
ト
ノ
御
事
願
之
趣
被
聞

食
候
旨
也
、
上
ニ
テ
願
候
処
何
等
書
蚊
無
之
哉
御
尋
二

付
内
願
書
入
御
覧
候
処
御
落
手
御
差
止
メ
被
為
在
候
例

害
毛
差
上
候
一
両
年
之
事
子
細
無
之
猶
又
殿
下
ヘ
モ
申

入
置
候
胃
御
沙
汰
之
由
也
予
畏
入
拝
承
候
事

且
亦
中
務
正
官
拝
任
年
月
井
正
四
位
下
叙
日
口
差
上
候

様
佐
竹
被
申
候
二
付
直
二
相
認
相
渡
候
可
令
持
参
旨
申

入
之
処
夫
ニ
ハ
及
不
申
可
持
帰
ト
ノ
事
也
価
直
二
佐
竹

江
差
出
候
事

上
奉
四
シ
折
ミ
ノ
カ
ミ
包

且
ハ
仰
ノ
事
１
へ
可
令
持
参

十
二
月
弧
Ⅱ

候
事

右
相
願
置
先
退
出
之
事
佐
竹
事
後
刻
可
申
上
旨
之

天
保
八
年
十
二
月
廿
六
円
叙
正
四
位
下
州
五
歳

到
今
年
中
七
年

為
弘
化
元

天
保
十
五
年
正
月
十
四
日
転
中
務
少
輔

右
一
通
佐
竹
入
手
之
事

十
二
月
六
、

一
佐
竹
息
入
来
昨
夕
之
書
付
内
府
公
江
差
上
候
処
至
極

宜
敷
候
旨
御
沙
汰
之
旨
被
申
伝
予
畏
拝
承
事
圭
税
頭
参

上
可
申
入
之
処
風
邪
二
付
此
段
息
ヲ
以
申
入
候
旨
也
且

昨
夕
主
税
頭
参
上
之
節
酒
飯
等
之
挨
拶
也

十
二
月
六
日

一
行
向
佐
竹
今
度
之
儀
願
之
通
相
叶
深
畏
入
候
右
二
付
段

々
世
話
二
相
成
候
礼
申
入
事
且
叉
此
度
之
儀
深
畏
入
候

次
第
内
府
公
へ
御
礼
参
殿
之
事
否
相
尋
之
処
是
《
表

之
御
日
次
二
毛
相
記
不
申
又
諸
大
夫
同
列
モ
承
知
不
仕

事
故
不
及
御
参
自
然
省
中
一
言
プ
モ
御
対
面
之
節
御
直
二

御
礼
被
仰
上
可
然
旨
内
々
佐
竹
示
教
也
依
々
示
教
ニ
マ

之
処
夫
ニ
ハ
及
不
申
旨
二
付
佐
竹
ノ
被
申
候
二

付
任
遣
候
事

頼
易
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候
事此

度
ノ
技
ハ
内
府
公
ノ
格
別
ノ
思
刊
ト
佐
竹
巾
居
ノ
事

十
一
“
月
十
三
Ⅱ

一
両
村
来
語
云
樫
田
言
プ
佐
竹
被
申
居
候
ニ
ハ
典
薬
頭
ノ

方
入
魂
之
事
是
〈
彼
方
ヨ
リ
モ
相
タ
ノ
マ
レ
一
向
六
ヶ

載
外
医
官
ノ
方
〈
取
持
可
仕
候
旨
被
申
居
候
旨
に
候
典

薬
頭
ノ
方
《
先
断
ト
申
様
ノ
モ
ノ
ノ
ョ
シ
西
村
事
樫
由

よ
り
噂
之
趣
申
居
候
事

一
医
博
士
侍
医
等
之
事
者
来
春
二
相
成
候
而
可
申
願
其
方

可
然
ゴ
ノ
川
官
ノ
事
佐
竹
篤
度
承
知
之
事
ナ
リ

ー
医
博
士
〈
極
内
殿
下
ニ
テ
牧
ヨ
リ
之
次
第
ア
リ

一
侍
医
《
先
年
小
森
へ
相
談
之
処
存
寄
毛
無
之
旨
返
答
之

処
其
儘
二
｜
プ
何
之
事
毛
不
申
上
相
成
有
之
候
此
度
〈
夫

々
記
録
ヲ
見
勘
考
話
ニ
プ
落
度
無
之
様
心
得
願
意
可
相

立
肝
要
之
事
也
（
第
三
冊
文
書
全
部
終
）

カ
セ
別
二
参
上
御
礼
ハ
不
申
上
佐
竹
ヲ
以
厚
御
礼
申
上

丹
波
盛
直
始
め
て
錦
小
路
を
称
す
。
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）

正
月
、
相
棋
川
に
て
旅
巾
客
死
に
よ
り
絶
家
。

錦
小
路
頼
庸
巾
興
の
洲
、
も
と
小
森
氏
（
丹
波
氏
の
一
族
）
勅
命

に
よ
り
感
直
の
跡
を
継
ぎ
、
錦
小
路
家
を
再
興
。

二
代
尚
秀

三
代
頼
尚

四
代
頼
瑚

五
代
加
易

六
代
頼
徳
腿
州
七
卿
落
の
一
人
。

七
代
峨
言
明
泊
十
七
年
華
族
に
列
し
ｆ
爵
を
授
け
ら
れ
る
。

以
下
医
業
廃
止
。

八
代
在
明
先
代
嫡
男
な
き
た
め
唐
橋
家
よ
り
入
鯖
。

九
代
帆
衆
も
と
唐
橋
在
正
五
男
、
明
治
四
五
年
叔
父
先
代
在

明
の
家
督
を
継
ぎ
、
前
名
在
挙
を
改
め
頼
孝
と
称

す
。

当
主
頼
昭
昭
和
九
年
六
月
北
。

参
考
錦
小
路
家
歴
代
世
系
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概
説
産
科
婦
人
科
学
史
…
。
：
本
会
評
議
員
の
三
楽

楽
院
医
長
、
院
膝
美
実
博
士
の
著
で
、
「
産
川

人
科
選
耆
」
鯆
卜
八
集
と
し
て
泰
西
編
を
ま
と

め
た
害
で
あ
る
。
前
細
に
お
い
て
古
代
か
ら
一

九
○
○
年
ま
で
の
医
学
全
体
の
発
生
の
あ
ら
ま

し
を
七
章
に
分
け
て
要
約
し
、
後
編
は
厳
婦
人

科
の
専
門
分
科
史
を
祀
し
て
あ
る
。
産
婦
人
科

が
医
学
の
中
で
ど
ん
な
地
位
を
占
め
、
い
か
な

る
社
会
的
背
景
の
下
に
育
成
さ
れ
き
た
っ
た
か

を
端
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
企
画
し
た
も
の

と
思
う
。
図
版
の
少
い
の
が
惜
し
い
が
、
近
来

ま
れ
な
専
門
分
科
史
柵
肌
害
と
し
て
推
挙
を
お

し
ま
な
い
。
同
時
に
近
い
将
来
、
ｕ
木
綿
も
公

刊
さ
れ
る
こ
と
を
布
望
す
る
。
（
医
学
書
院
、

昭
三
二
・
九
刊
、
Ａ
５
判
一
五
三
頁
、
定
価
千

円
）

志
賀
潔
：
．
…
本
会
会
員
高
橋
功
博
上
の
著
、
か
つ

て
東
北
の
同
人
誌
上
に
連
載
し
た
志
賀
潔
評
伝

を
志
賀
氏
、
身
が
川
を
と
め
、
高
橋
氏
に
対
し

て
自
伝
形
式
に
轄
蠅
川
述
さ
せ
た
旧
稿
を
耆
改

め
た
も
の
、
従
っ
て
内
容
は
平
易
で
あ
り
な
が

ら
、
最
も
忠
実
な
史
料
に
基
い
て
い
る
の
で
、

高
橋
氏
の
名
筆
と
杣
ま
っ
て
近
来
の
医
学
者
伝

、
ノ
ｋ
、
ノ
ｔ
、
ノ
Ｉ
、
ノ
ｆ
、
ノ
く
、
〃
：
、
’

新
刊
紹
介

ｉ
ｊ
…
；

'

記
の
最
高
峯
に
位
す
る
も
の
と
信
ず
る
。
巻
末

に
業
繪
と
年
譜
を
附
す
。
近
代
日
本
の
細
菌
学

の
発
達
を
知
る
好
文
献
で
あ
る
と
と
も
に
、
志

賀
潔
伝
の
決
定
版
で
あ
る
．
（
法
政
大
学
出
版

肋
、
昭
三
二
・
九
刊
、
Ａ
６
判
二
一
六
頁
、
定

価
三
百
円
）

正
倉
院
薬
物
を
中
心
と
す
る
古
代
石
薬
の
研
究
…

。
：
薬
学
伸
士
・
益
富
寿
之
助
氏
の
私
版
。
さ
き

に
大
規
模
な
科
学
的
調
査
の
行
わ
れ
た
正
倉
院

染
物
の
う
ち
、
鉱
物
部
門
を
担
当
し
た
著
書

が
、
そ
の
後
さ
ら
に
正
倉
眈
石
薬
を
材
料
と
し

て
占
代
の
い
わ
ゆ
る
石
薬
に
つ
い
て
独
創
的
研

究
を
ま
と
め
た
書
で
あ
る
。
氏
は
薬
学
の
出
身

で
は
あ
る
が
つ
と
に
鉱
物
学
者
と
し
て
も
令
名

尚
く
、
そ
の
薬
用
鉱
物
の
柵
究
は
従
来
ま
つ
た

く
未
開
拓
の
分
野
に
始
め
て
科
学
の
メ
ス
を
加

え
た
も
の
と
し
て
、
本
書
は
高
く
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
洋
医
学
ｌ
‐
と
く
に
随

府
お
よ
び
わ
が
奈
良
・
平
安
の
医
学
の
薬
物
療

法
に
お
い
て
特
殊
な
地
位
を
占
め
る
石
薬
は
、

今
ま
で
仲
仙
の
影
響
を
う
け
た
錬
丹
術
の
産
物

で
ま
っ
た
く
迷
信
的
と
速
断
さ
れ
、
内
容
の
検

討
さ
え
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
益
當
氏
の
研

究
は
必
ず
し
も
無
効
有
害
に
非
ず
、
相
当
根
拠

の
あ
る
薬
物
療
法
で
現
代
の
化
学
療
法
の
先
駆

を
な
す
方
法
論
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
折
摘
し
て
い
る
。
巻
末
に
附
録
さ
れ
た

石
薬
の
現
代
学
名
と
の
川
定
は
独
創
的
な
も
の

で
、
医
史
学
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
参
考
す

》
へ
き
資
料
で
あ
る
。
東
洋
古
代
医
学
史
冊
究
の

た
め
に
基
本
文
献
と
し
て
推
せ
ん
す
る
。
（
非

売
品
、
Ｂ
５
判
二
二
四
頁
、
図
版
一
○
六
川
、

昭
三
三
・
三
刊
。
領
仙
は
送
料
共
一
四
三
○
円

京
都
烏
丸
山
水
西
入
、
日
本
鉱
物
川
味
の
会
に

て
拍
布
取
次
、
た
だ
し
限
定
版
の
た
め
売
切
の

こ
と
あ
り
）

明
治
前
日
本
薬
物
学
史
…
．
：
日
本
幸
ｆ
脱
が
小
心

と
な
り
、
医
学
史
と
共
に
戦
前
か
ら
着
ｒ
さ

れ
、
多
年
公
刊
が
要
望
さ
れ
て
い
た
本
霄
は
、
－９

こ
の
ほ
ど
全
一
巻
完
結
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
古
５

代
の
薬
物
．
南
蛮
医
力
の
薬
物
・
和
閏
灰
力
の
一

薬
物
（
以
上
、
赤
松
金
芳
分
杣
）
、
薬
物
淵
給

史
（
清
水
藤
太
郎
分
担
）
、
中
川
本
草
の
渡
米

と
そ
の
影
響
（
岡
川
為
人
分
扣
）
、
中
川
の
薬

物
療
法
と
そ
の
影
響
（
高
橋
真
人
郎
分
川
）
の

六
編
が
二
巻
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
医
学
史

の
方
は
全
巻
の
う
ち
第
川
巻
が
ま
だ
完
成
し
て

な
い
が
、
医
薬
両
方
の
歴
史
を
そ
ろ
え
て
全
七

巻
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
世
界
に
そ
の
比
を
み

な
い
大
き
な
業
紬
と
な
ろ
う
。
薬
物
学
史
は
わ

が
国
の
薬
物
療
法
史
の
展
望
で
あ
り
、
複
雑
な

外
来
医
方
の
影
響
下
に
発
達
し
た
千
年
余
の
沿



革
を
鋭
い
史
観
と
豊
富
な
史
料
を
駆
使
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
の
で
現
在
最
高
の
薬
物
療
法
史
の

専
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
薬
物
療
法
の
思
想

的
変
遷
を
知
る
の
は
ま
た
と
な
い
文
献
で
あ

る
。
長
期
に
わ
た
る
執
筆
の
た
め
各
細
の
間
に

統
一
を
欠
く
点
も
あ
る
が
、
か
え
っ
て
分
扣
執

筆
者
独
自
の
考
え
が
知
ら
れ
て
興
が
深
い
。

（
川
本
学
術
振
興
会
、
昭
三
三
・
三
刊
、
全
二

冊
計
一
○
一
二
頁
、
定
仙
節
一
巻
千
円
、
節
二

巻
九
五
○
円
、
Ａ
５
判
上
装
、
丸
善
書
店
扱
）

校
訂
・
解
説
勧
医
抄
…
。
：
本
会
六
○
回
総
会
を

記
念
し
て
計
画
さ
れ
た
医
学
古
典
集
第
一
期
の

最
初
の
一
川
と
し
て
、
望
〃
三
英
著
「
勧
医
抄
」

が
総
会
当
日
に
発
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
本
書

は
原
山
搬
入
郎
仰
士
の
発
見
で
、
校
訂
・
解
説

も
ま
た
川
氏
の
労
作
に
か
か
る
。
従
来
未
見
の

随
筆
で
、
医
過
入
門
の
心
得
、
医
の
あ
り
方
を

示
し
た
も
の
と
し
て
、
異
色
あ
る
古
典
と
さ
れ

て
い
る
。
江
戸
畔
代
巾
川
の
医
界
を
知
る
有
力

な
史
料
。
是
非
一
本
を
座
右
に
供
え
ら
れ
る
よ

う
望
ん
で
や
ま
な
い
。
（
医
歯
薬
出
版
、
昭
三

三
・
四
刊
、
Ａ
５
判
七
八
頁
、
四
五
○
円
）

外
科
学
序
説
…
…
現
代
フ
ラ
ン
ス
外
科
学
の
長
老

格
で
あ
っ
た
ル
ネ
・
ル
リ
シ
教
授
（
一
八
七
九

’
一
九
五
六
）
の
「
外
科
の
荊
学
」
を
名
人

の
木
村
高
偉
氏
が
原
除
苛
の
許
可
を
得
て
邦
訳

し
た
言
。
本
書
は
医
史
学
の
專
書
で
は
な
い

が
、
外
科
畑
に
お
け
る
医
学
概
論
、
医
道
精
神

を
著
者
の
体
験
を
通
し
て
平
易
に
説
い
た
も
の

で
、
先
人
の
思
想
や
業
積
を
随
所
に
引
用
し
な

が
ら
筆
を
進
め
て
い
る
。
近
代
外
科
が
フ
ラ
ン

ス
に
負
う
と
こ
ろ
、
医
史
学
の
明
示
す
る
事
実

で
あ
る
が
、
ア
ン
ブ
ロ
ア
・
パ
レ
に
創
始
さ
れ

デ
カ
ル
ト
の
方
法
論
を
導
入
し
、
パ
ス
ッ
ー
ル

ら
の
基
礎
的
研
究
の
上
に
立
脚
し
て
独
特
の
体

系
を
築
き
上
げ
た
現
代
フ
ラ
ン
ス
外
科
の
巨
星

は
、
何
を
求
め
何
を
究
め
た
で
あ
ろ
う
か
．
本

詳
を
医
学
概
袖
の
出
色
な
文
献
と
し
て
広
く
紹

介
し
た
い
。
（
医
術
薬
出
版
、
昭
三
三
・
四
刊

Ａ
５
判
二
五
七
頁
、
定
価
八
百
円
）

紙
魚
の
む
か
し
語
り
‐
・
…
・
さ
き
に
一
‐
尾
張
医
科
学

史
考
」
の
大
著
を
公
刊
さ
れ
た
本
会
会
員
古
川

芳
秋
氏
が
、
三
十
年
に
わ
た
る
郷
士
の
科
学
者

に
関
す
る
資
料
探
索
の
思
い
出
の
随
筆
を
ま
と

め
た
も
の
、
と
く
に
伊
藤
圭
介
伝
の
研
究
に
生

涯
を
か
け
た
著
者
と
し
て
、
第
二
部
の
こ
れ
に

閲
す
る
記
事
は
興
味
が
深
い
。
元
来
、
名
古
屋

の
地
は
本
草
学
が
栄
え
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て

近
代
動
植
物
学
が
発
生
し
た
。
限
定
版
。
（
Ａ

６
判
二
一
九
頁
、
昭
三
三
・
六
刊
私
家
版
。
希

望
者
に
は
特
別
頗
価
二
五
○
円
、
頒
布
申
込
先

名
古
屋
巾
束
区
安
房
町
二
九
吉
川
芳
秋
兜
）

鑑
真
・
：
：
．
早
大
撒
授
安
膝
史
生
署
、
本
俳
は
鑑
真

の
研
究
肴
と
し
て
杵
名
の
安
藤
数
授
が
、
多
年

の
研
究
を
始
め
て
世
に
問
う
た
鑑
真
伝
の
決
定

版
で
あ
る
。
一
般
数
養
血
に
苔
か
れ
て
は
い
る

が
、
史
料
の
批
判
や
解
説
に
多
年
の
苦
心
が
偲

ば
れ
、
と
く
に
従
米
神
秘
祝
さ
れ
て
い
た
裸
流

記
の
現
代
的
解
釈
は
似
恥
に
Ⅲ
す
為
＆
州
し
い

こ
と
に
医
薬
に
閃
す
る
史
料
に
余
り
ふ
れ
て
い

な
い
が
、
す
ぐ
れ
た
原
色
版
や
瞥
寓
な
が
血
は

川
を
楽
し
ま
せ
る
に
十
分
で
あ
る
奈
良
時
代

の
医
学
を
研
究
す
る
に
不
叩
欠
の
参
吟
艸
で
あ

ろ
う
。
（
美
術
川
版
昭
三
：
・
・
六
川
Ａ
６

判
二
二
五
頁
定
仙
三
八
○
川
）

修
訂
本
・
中
国
医
学
史
…
…
二
○
年
前
初
雌
刊
行

以
来
、
唯
一
の
１
Ｍ
医
学
史
の
専
丼
と
し
て
著

名
の
陳
邦
謡
氏
の
書
が
今
川
Ⅲ
Ｈ
を
一
刺
し
て

新
刊
さ
れ
た
。
新
版
で
は
横
細
と
な
り
全
凹
的

に
書
換
え
と
く
に
太
平
天
川
以
降
の
近
代
史
が

詳
し
く
巻
末
の
略
年
表
も
重
宝
で
あ
る
。
巾
凹

文
で
あ
る
が
判
に
誠
み
易
く
、
占
稀
に
近
い
著

者
の
労
を
大
い
に
認
む
く
き
で
あ
る
。
（
上
海

・
商
務
印
将
帥
一
九
五
七
・
十
一
刊
八
６
判

Ⅶ
二
八
興
巾
幣
一
・
二
元
大
安
文
化
斑
易

扱
）

－60－



◎
第
六
○
回
総
会
は
四
月
十
二
、
十
三
両
Ⅱ
に
わ
た
り
全
国
各
地
か
ら
八

○
名
を
こ
え
る
出
席
を
得
て
、
有
意
義
に
終
る
こ
と
が
で
き
た
。
厚
く
御
礼

申
上
げ
る
。
総
会
運
営
巾
妓
も
苦
心
し
た
の
は
、
東
京
医
学
史
雌
め
ぐ
り

で
、
前
も
っ
て
二
度
下
見
し
て
時
間
や
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
お
い
た
が
、
道

路
工
事
な
ど
の
不
意
の
故
障
で
到
る
と
こ
ろ
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
ど
う
や
ら
盛
大
に
や
れ
た
の
は
天
運
だ
ろ
う
。
解
説
の
名
調

子
は
大
い
に
う
け
た
が
、
あ
と
で
調
べ
た
ら
汗
顔
の
至
り
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
の
解
説
プ
リ
ン
ト
が
十
数
部
残
っ
て
い
る
か
ら
、
希
望
者
に
は
先
着
順
に

お
頒
ち
す
る
（
送
料
共
三
○
Ⅲ
）

◎
「
医
学
古
典
集
」
は
既
報
の
辿
り
、
少
し
お
く
れ
た
が
第
三
冊
か
ら
は

順
調
に
出
版
で
き
そ
う
で
あ
る
。
収
載
吾
川
、
解
説
方
法
な
ど
に
御
意
見
や

御
希
望
が
あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

◎
清
水
評
磯
貝
と
伊
東
理
事
の
逝
去
は
ま
こ
と
に
州
し
い
。
医
史
学
会
も

近
年
長
老
絡
の
先
輩
に
柏
つ
い
で
世
を
去
ら
れ
、
ま
こ
ど
に
寂
莫
の
感
に
た

え
な
い
。
謹
ん
で
物
故
会
員
の
冥
補
を
祈
る
。

。
「
杉
田
玄
白
伝
記
史
料
解
題
」
は
第
八
巻
の
特
集
号
百
部
を
別
装
に
し

て
口
絵
や
そ
の
後
判
明
し
た
追
加
史
料
を
補
い
、
上
製
本
で
九
〃
に
限
定
出

版
す
る
。
原
色
版
三
点
、
Ⅱ
絵
十
数
頁
の
豪
華
版
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
頒

価
五
口
円
。
早
め
に
御
予
約
を
乞
う
。

◎
次
号
に
詳
細
を
発
表
す
る
が
、
来
春
東
京
で
開
か
れ
る
第
十
五
回
日
本

医
学
会
総
会
に
は
、
本
会
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
参
加
す
る
。
従
っ
て
特
に
分

科
会
は
行
わ
ず
、
秋
の
地
方
会
を
充
当
す
る
。
ま
た
、
班
料
展
観
と
間
録
の

作
製
も
計
画
し
て
い
る
。

◎
本
号
発
行
は
予
定
よ
り
少
し
お
く
れ
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
も
と
の
姿
に

戻
り
（
七
巻
以
降
特
集
号
続
き
で
あ
っ
た
た
め
）
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
楡
槁

を
の
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

編
集

後！

記

◎
六
三
頁
以
降
に
充
当
し
た
左
側
き
横
糺
の
『
室
町
末
期
以
降
海
外
交
通

史
料
解
説
』
は
、
横
浜
開
港
百
年
記
念
と
し
て
神
奈
川
県
立
図
書
館
で
催
さ

れ
た
展
観
史
料
の
解
説
で
あ
る
。
医
学
に
直
接
間
係
は
な
い
が
、
東
西
文
化

交
流
史
の
面
か
ら
実
に
貴
重
な
も
の
で
、
西
洋
医
学
の
流
伝
を
考
え
る
上
に

不
可
欠
の
史
料
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
所
蔵
省
で
あ
る
木
会
々
貝
巾
村
拓
教

授
（
横
浜
市
大
医
学
部
教
授
）
に
お
願
い
し
て
本
誌
を
飾
っ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
機
会
に
篤
志
に
厚
く
感
謝
す
る
。

◎
学
会
事
務
を
円
滑
に
運
営
す
る
必
要
か
ら
、
総
会
役
員
会
の
許
可
を
得

て
、
本
会
の
連
絡
事
務
所
を
新
設
し
事
務
を
分
肌
し
て
迅
速
に
処
蝿
す
る
こ

と
に
し
た
．
新
し
い
事
務
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
医
史
学
会
本
部
事
務
所
（
東
京
都
板
橋
匹
大
谷
口
町
七
二
Ⅲ
Ⅲ
木
大

学
医
学
部
内
山
生
理
学
教
室
内
）
会
訓
全
般
・
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日本医史学会小誌

本会創弁在公元1892年，富士川勝氏等首唱先人之遺業顕彰和医道的発揚，結成了「私立

奨進医会」為此本会的先駆・服後発fI了「奨進医談」lj.「中外医事新鮒」両澗的報紙・在

1927年改称「I I本医史学会」・1#弁綿刊'lLM専誌在1941年4世菫事藤浪剛一氏11IF,改称

I I I本医史学雑誌」・ I '11945年至1953fli111戦後多雑事体Ⅲ了・1954年春復刊・班在.1:ll出18

号・別在大|収関西支部，菫事iI1野操氏fi11 1 ',「医潭」此亦為本会機|兇l誌・召椚請親愛的中華

医史專家諸先生，祖先宝貴的占代医学遺産交流探箭､|，祁倶工作世界人熱辛拙／特致敬礼・

郵寄宝貴意見和文筋交換，下記地辻。

I I本医史学会総経堆：横浜IIi中区長者lilJ3～32石原明

|,本医史学会間西支部：大|収市阿倍野区晴明通2～21 巾野操

－◆一缶一一一－七●ー

TheJapaneseSocietyof theMedicalHistory

History:Founded inl892, byDr．Y. Fujikawa.

Purpose:Toencourage thestudyonmedicalhistory, teachingaswell

aspublicationandresearchonmedicine,

Puclications :(1) &@Journalof theJapaneseSocietyoiMedicalHistory''

(NihonlshigakuZasshi) 1941～1944:1954～todate.Q､B4, P.V.Freeto

membcrs. Formerly: .$Chugai ljiShinp 1927～1940.

(2) @$I tan'' (Journalof theKansiBranchofJ. S.M.H)1938～1943:

1()52～todateQ.B5, p. v

President :KoichiUchiyama．(NihonUniv.Med・Sbhool)

Secretaries :Akira lshihara.(YokohamaUniv.Med. School)

Pl･esid(､nto{ 1hGKansai branch:MisaoNakano(Osaka)

A(1(Iressof theoHice:C/ODepartmento(physiology.NihonUniversity

School ofMedicinc・ Itabashi,Tokyo. Japan.
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この雑誌の貞任者Castel神父を論争の相手に選んだ. Castel師は当時最も優れた物理
学者，数学者，地理学者を兼ねた学士院会員であり， 秀でた文筆の高僧でもあった．

本書翰は僅々30数頁に過ぎないが，当時全く不明であった東亜の地形， 特に日本と大
陸との関係が明かにせられること恰も暗夜に黎明を迎えたかの感がある． この一文は
地理学が近代科学に移ろうとする代表的見本である． 伊能忠敬が日本のD'Anvilleな
ら, D'Anvilleは正に世界の伊能忠敬である．

14 PieterGoos. 東亜海図． 16", 1669年刊．

XI近代航海の日本海域における業績並に海図の研究

1 JamesCook:"3次探検(1776～1780) . パリ, 1785年I:0.
］779年2月13日ハワイにて土人に殺きる．

2 LaPerouse.航海記 パリ 1797年fI｣.

3Krusenstern.航海記 1803～6．英語版. 1813年Ⅲ．

4 SirEd.Belcher:Samarang号航海記 ロンドン184811利．

5 Giitzlaff師:Lindsay号航海記． ロンドン川.第3版．

6林子zF著「三国通覧図説」 江戸天明丙午1786刊，

1792子平禁鋼せられ，海国兵談を殿たる．

7同上Klaprosh仏訳 パリ 1832年刊．

Irkutskの日本語学校教師NikolaiKolochigin*,元{ﾉﾄ勢白子の舟子新蔵の助けを借
りて訳したもの．

本書の無人島（小笠原）の記事は近代欧米航海家に大いに注目せられた．

8HendrikDoeif: 日本回想録 ハーレム, 1833年刊．

9 Siebold普「H本」 ライデン, 1832～1852刊．初版細川元候爵戯．

日本に関するあらゆる研究を集大成したるものにして，刊行に21年を費した大著．

10Dahlgrenの「フランス人による太平洋航海」 スエーデン1900年IU.

11Teleki{lfl 日本古地図 ブタペス1, 1900fffl

XII 欧洲製版本地｜叉｜

・約100点に近い欧洲古版地|X|を陳列したが一々目録や解説を施さない．

XⅢI 参考絵画及び破究資料

海外の影響をうけた絵画（|村蛮屏風・長崎絵・ガラス絵・泥絵ぼど）及び研究

資料も多陳列したが細目と解説は省1I各した．
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の発見にあこがれたかを示す好話題を提供する

IX スペイン大平洋航海図

I G.Anson:世界周航記(1740～1744) 原版はLondoll,1746年刊． 本書は仏

i沢, 1750年刊．

オースト リア王位相続戦争(1740～1748)のため健国はスペ"インと海上で争った.提

督Ansonはメキシコから来たスペイン船を侍伏せヒリツビン東岸で掌捕し,莫大な戦利

品を掠奪したが，それよりも大きな収穫IまUrdanetaが1565年に発見以来秘密にされて

いた大平洋航海図であった．

2 スペイン製太平洋航海図．スエーデン王立図沓館職, Dahlgren氏複刻．着色．

3 LaP61･ouseがMontereyにて1786年にスペイン船より入手せるもの．

4MiguelEIoriaga, 1709年． セピリヤ印度古文書館1砿.写真．

5 E,XEstorgoyGallegos,1770年同上．

6 PedroDeveral626年 セビリヤ |ril上影写．

7HernandodelosRiosCoronel,1597ff. ln1 1｣,影写．

X 近代欧人の代表的日本地図

1 Martini師, "JaponiaReguum'', 1655ff.

2 iZeeenLandt''[1650～1654] モンタヌスの閏書を参1劇．

3 J．B.Tavernier; 紀行集 パリ , 1679年l:11.巻頭に日本図あり．

4 (Kampher)-Schenchzer, 1727年刊．

5 Reland 流宣図老訳しずこもの．

6流宣図 蘭人欧洲将来，フランス国立図耆館賊，棋写．

7Arrowsmith. 東亜図, 1801年刊．

8増訂，大日本国郡奥地路程全図．

長久保赤水作,嘉永5年（1852年）刊,仏国に渡ったもの. (L. delaBedouiere旧蔵),

9 D'Anville, 1749, 1751年刊．

10D'Anville, 1749, 1751年刊．

11 Bellinの日本図 CharlevoixのH本史，パリ1736年刊．

巻頭にBellin作日本図がD'Anvilleの図より正しいと主帳しこのが動機となり，
I)'Anvilleの公開状による有名な地理学上の論争が起った．

11 CarloSpmola(1564～1622)伝 ローマ, 1628年刊．

彼は1612年11月8日の月触を長崎にて観測し，同時にMacaoにてAleni及びUrman
の2宣教師も之を観測し，初めて日本と亜細亜大陸との経度の差が15｡と観測された．

12 D'AnvilleのCastel神父に宛てた公開状 1737年f11.
フフンスのインテリ雑誌Treveux紙|:でD'Anvilleの日本図が批難せられるや，彼は
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1842年にvonSieboldにより発見された. またこの探検でわが伊豆諸島が実測された.

この探検に当ったTasmanはタスマニアの発見で後年有名になった．

5無款. EIsaacdeGraaf]無紀年(1711I紀半ば） ヘーグ古文書館蔵．写真．

和蘭人の第2回目の金銀島探検は1643年に行われ，我が南方諸島，本州束岸，蝦夷南

岸，南部千島（択捉，得撫）及び唐太南部が克明に実測せられ， これまで地理学上全く

未知とされていた海域に一大光明を与えた．MaartcnGrritszoonVries, 1643の原図は

失われたが，本図はその結果を現わす写本．

6 Janssonius, 1549年版．

Vriesの探検を現わす初期の版木の一つ．

7ArnoldusMontanus: 幕府への和鯛答礼造使紀行． 閑語版， アムステル

ダム, 1669年版．

8 111 上 ． 仏語版，アムステルダム, 1680年版．

9 JoanBlaeu大型両球枇界図 アムステルダム[1648]版．東京国立博物館蔵．

初版で完全なものは悩界中でこの一点だけ， 大英博物館及び瑞典古文書館には両球だ

けをくり抜いたものがある． 宝永5年（1708）密航して日本に潜入した伴天連G､B・

Sidottiを鞠問のために新井白石の使用したもの，

10 111.新版. (1678]東京国立|＃物館蔵．

第2版〔1654～1660〕はロンドン王立地学協会， アムステルタ．ム海事|卓物館，伯林王

立図書館（戦後は不明）にあれど，この版はいまだ何処にも知られていない． 和蘭製地

図の最高の発達の跡を示すもの．

11 新井白石書状 加賀藩の本草学者，稲生悲水にあてた礼状. l軸

12延宝3年（1675）無人Nb乗前図 手稿図．

小原笠島（無人島）は文祗3年（1593）小罷原貞頼により発見されたと云われる．

本図は1675年幕府の名で行なわれた洋風の実測図である．林子平はこの島の海防を論

じた．英米はこの烏の所有権を争ったので,幕府は文久元年（1862）に，叉政府は明治8

年（1875)日本領なるを肯し，明治13年よb東点府に所属せしめた．1951年米国の信託領

となる．

なお参考として陳列した文久2年（1862）の測量図を参照のこと．

13 J.P.I.DuBois: 雁代蘭領東印度総督伝． ヘーグ, 1763年刊．

14和蘭艦隊と国姓爺との海戦峡1． 故Cordifr氏IR蔵C- Imballlt-Huart複刻.パリ，

1893年刊．

15 SanSon: 亜細亜地図帖. 1652年版. Terrede less(),YezoolI Iesso.

16Glantzby紀行． パリ , 1729年刊

日本と北米との間に温帯から寒帯にかけて大陸があると考えられた時期があった．

これが18世紀の地理学者間の活発な研究と議論の対象となった． 本書は和蘭束印度会社

の医員Glantzbyが日本に来る航海中雌破し，この大陸に着き，種ヤのローマンスの末，

大陸の有力な王国の姫君と一漁になるという黄金と恋の物語である． 巻頭にはこの大陸

の地図まで掲げている． 勿論本書は想像で書かれたものであるが，時人が如何に此陸地
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9GuerarddeDieppe, 1625年，革製パリ，仏国海軍省蔵．写真，

No. 5, 6, 7,等の系統の最も早いのはLuiz図であるが, Douradoの作品の数が多い

所から， これらは凡てDourado型と呼ばれている. 17世紀初頭に日本へ渡来せる欧人

航海家一例えばWilliamAdams, JohnSaris,DonRodrigo,SebastianVizCain()等

は皆との型の海図を使用した．

VⅢ 戦国図と南蛮図による編纂図

1 1"uizTeixeira, 1595年．

1595年OrteluisがLuizTeixeiraから手稿図を得て，彼の地図帳GdTheatrumOrbis

Terrarum''中に1:l1行したもの.地図には1595の刊記がある．この間は若狭（又あるもの

では越中）と伊勢湾とを結んだ線以西にDourado型の日本図を用い，それ以東は我が戦

国図を月lいて組合せた編笈図である． この系統の図は'rheatrumの外， 当時の有名な

大地図帳，例えばMeTcatorAtlas,Mercator.HonduisAtlas JanssonAtlas等にも重

刊され，世に行われた分量は蓋し移しいものがある．

2脚勝郎氏ｼ砿，京人記念節保管．革製 東亜航海図，写真．

3AntOnioSanChez. 1623{f,革製． 大英博物館蔵．写真

4 NicolasComberford,[1640年代],革製 大英博物館蔵．写真．

5 Jo3oTeixeira, 1649ff,革製 仏国海軍省蔵．写真．

BartholomeoLasso, 1590,の図と共に末期の南蛮海図の代表と円せられるもの．

6 JohnDamell, 1637fE ],省製東亜航海図，フローレンス国立図書館蔵，写真

7 J・Kemptllorne,[c. 1680y｣ 砧製東亜航海図，大英博物館蔵，写真．

VⅢI 和蘭海図

1 西洋鍼路図 2枚1組，革製．東京国立博物館蔵．

WilliamAdams(三iili喪針）等が日本渡来の時(16()O)使用したと推定さオしるもの．

H本の東半部及び朝鮮に乱暴に加筆している．

2 HPsselGerritszoon, 1622(1634.加筆） 革製．仏国海軍省蔵．写真．

西洋鍼路図における藩書様の加筆がこの図に克明に転写されている． この図の存在の

*d1僕で「西洋鍼路図」が三『lli安針等の使ったものたることを立証する． との図の筆者は

和|剃束印度会社の製図官であった．

3 H.HondiuS.

木州南岸の上記の型が版になった1例，

4MathiasQuast及びAbelTasman,1639ff. ヘーグ古文書館蔵．写真．

日本の東方の海中にあると伝えられた金銀烏を，和I蜘人は2度国家的な探検を行った．

その第1回探検のH1:の原図である．

この原図は1640年1月8日閑領東印度総督のVanDiemenから本国に送られ，未刊

の儘になっていたが，何時しか民間に洩れ，1880年遂に競売になるに至った． 危い所を

Hendrik親王の好意で買取られ， 国立古文書館の有に帰した． この探検の航海円誌は
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2束京国立博物館藏，「日本国航海図」 革製

3三井文庫藏，「日本航海図」 革製

4 鰕一トラーノ日本図秋岡氏賊．

5松平輝網筆大河内正敏氏旧職「日本航海図」 写真

6保井春海作．地球儀 元隊年間，神宮司庁，徴古館蔵，模写．

VI 16世紀の代表的南蛮海図

1 ローマVallicelliana図書館蔵,ポルトカル海図．革,無款,無紀年[1555～1543]
写真．

1517年Fern5oPeresAndradeが広東沿岸に来た時, JorgeMascarenhasが琉球へ

遠征しようと企てたことがあった． 本図はその頃の伝聞による日本の知識を示すもので

あって， 足未だ日本の士を踏んでいない時の海図． この型の日本図は有名な地図学者

G.Mercatorにより採用されたため，版木として移し< 17枇紀末までも世に行われた．

2 LopoHomem l554年．ローマのScipioneSalviati公爵旧蔵‘現在Firenze市の

Museodegli lnstrumentiAntichi ik.革製，写真．

日本は東亜の半島として描かれている． 半島R本の東の海中に群島日本あり，これは

MarcoPoloの考えの残骸．この型の手稲岡で今日知られているのは約20種未満で，一

つも版になったものはない．

3AndreasHomem, 1559年．パリ国立図書館蔵，棋'ケ．

4 DiegoHomem, 1558年．ロンドン，大英博物館蔵写真

前者の息子の作.これにはもはやMarcoPoloの影響はない.この系統の図を‘‘Home‐

In"型日本図というが，日本の主軸を90度曲げ垂直にしたものである．

50rtelius

Ortelius型の日本図はBatholomeuVelho, 1561 (FirenzeのMuseoNavaledela

Specia蔵）及びAntonioMillo, 1582(Roma,Bibl.Vitt()rioEmanuel戯及び大英博物

館蔵）図等によりHomem咽の写しであることが証せられる．この型の日本図は有岩な

地図学者Orteliusの地図帳 $:TheatrumOrbisTerrarum'',AntveTpiae, 1570に採用

きれこので版本として魑しい数がItに行われ,LuizTeixeiraの1595年のR本図が現われ

るに至づて姿を消した．

6LazaroLuiz, 1563年．革製，リスボン学士院蔵写真

胞子型と云われる日本の形，東北地方が東南に曲っているのが特徴． この系統に属す

るものが45点も知られており， 数点は版本になっている． 就中有名なのはLinschoten

の水路誌（1595～1596）中の東亜図(No.8万参照）中のものである。

7 Fern5oVazDourado,1568年．革製地図油 Madrid市Alba公爵蔵．写真．

現実的日木専図としては欧州製最古のもの（想像で描ぃﾅこのは別として）． 九州沿岸

の鳥!|與を見ると室町時代の日本図を‘芋した跡歴然たるものがあることは， 海東諸国紀と

の比較により読取られる. ( IのNo. 5参照）

8 Linschotenの東亜図 1595年刊
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これも対倭宏策の一言．

3 日本考略 （明の詳俊編）

原序は嘉靖癸末（1523）なれど，明版は亡快して伝わらず， 朝鮮にて重刻せられたも

の一，二本邦に伝わる‘本書は江戸時代の朝鮮版からの写本．

本書の「日本地理図」とDourado型の日本の地形との類似は著しい．

4 「噂東洋面地図」 無紀年，着色，巻孑1軸．

パリ国立図書館蔵．影写木．682×30cm,林黙徳の印あり． 明代の支那東岸（福建よ

h広東まで）の海防図．

5無題，無款，無紀年，巻子1軸．

パリ国立図書館蔵影写本． 地名にぱAmiot師（鐡徳明, 1718～1793,在支1750～

1793）の音訳註記あり，

6中国描談 写本

II1口の大内義興の〕畳明使宗設が大永5年(1525)に杭州にて写した南蛮のIII界図があ

るが，これは偽作なることが証明される．本善は南葵文庫写本による．

V(NI)御朱印船航海図

1 池田宜政元候何藏，革製油Ⅸ’ 写真

2絲巖糖右衛門使用，海図 麿見泉石 (1833)影享写真

3岡本良知氏賊，写図

4末吉孫左衛門使用，革製海図 写真

5束洋諸国航海図 革製 東京国立博物館微．

6角屋七郎兵衛使用，革製海図 神宮向1庁 コロタイプ版．

7稲葉新右衛門写 木版．

8小加呂多 写図 東北大学城 写真

9盧元右衛門 （草拙〕（1671-1729） ﾌ2 1叉’ 影軍．

10無款寛文13年(1673)航海誌

11 GasparMoreira:|1支間の水路誌 パリ国立図書館蔵写真．

中に1595年の航海あb.原本は日本紙に,塩とペンにて書けるもの，「元和航海記」に

甚だ近いものでポルトガル人の書いた実地に極東で用いた原本．

12邦製アストロラブ （天文観測儀）

13元和航海記 版本．

14家康朱印状慶長14AF(1609) 12月28H セピリヤ印度古文書館蔵，写真．

15秀忠朱印状慶長15年（1610）5月4R セピリヤ印度古文書館蔵，写真．

V(z) 南蛮流日本航海同

1 「ピコート之法加關多」 写岡，東北大学戯，写真

（ 3 ）



紀元第1 i廿紀のローマの地理学者の地理書. 1518年,Venetia版．

2 Straboの地理害

紀元前後のギリシアの学者の地理書．活版発明時代の版本を欧州ではIncunabula(嬰

典）と呼び，東洋の宋版の如く珍重する．本書もその一つで，巻末には1494年1月28円

の奥附がある．コロンブスがアメリカ発見の翌々年に当る．

3 Ptolemaeusの地理書

瑞西バーゼル，1525年版．

紀元2 111紀のAlexandriaのギリシヤ系天文地醗f者の地理書.活版発明以来数十減の

版が行われた．本書はMunsterの細にかkる．

IⅢ 世界発見時代

1 Antoniod'Herrera探検史

仏訳， パリ1660年版．初版は1601～1615年版.

2DiegodeCouto亜細亜遠征史

リスボン，1736年版．初版は1602～1645年版．

3BattistaRamusio探検航海紀集

ヴエニス，1588年版．

4Martinezde laPuenta -llt界発見史提要

マドリツト，1681年刊．

5MarcoPoIoの遺言状

1383年筆. VeniceのBibl.Marciana職芋真，原寸の約半分大．

6Colombusの使用したと推定される海図

パリ国立図書館蔵.同館長Ch. de laRonciere氏の復刻限定版．コロタイプ皮ぴ解説．

7 Colombusの筆蹟

セビ､リヤのBibl.CapitularyColombina蔵．

彼が日夜手近において読んでいたPliniusの自然科学の本の中に書込めるもの､

8南浦文集

1判浦文之著(1610)，慶安2年（1649）版．附逝人種子島漂着を記す本邦唯一の史辮1，

9MendezPintoの紀行

スペイン語訳， マドリツト，1620年版．

尺文年間に睡子島に漂着したと自称する南蛮人の1人と称するピン|､の紀行，本書ま

三権分立を説いたフランスの思想家モンテスキューの手沢本であり，彼の筆跡がある。

IV 明の倭志対策書

1 篝海図編 （明の胡宗憲編）1561

本書により倭窪ば風を利して来ることが分り，対倭志策が樹立せられた．

2武備三大秘書 （明の施永図細）

（ 2 ）



室町末
期以降 海外交通資料解説

－内外主要海図一

中 村 拓

I 官 撰 図

1 金沢文庫識日本図 無紀年〔1305と推定せらる〕手稿図

いわゆる行基図型日本図．

2 GvidoGvaltieri編九州切支丹大名の天正羅馬遣使記

ウエニス，1586年刊．

この使節一行に:kりトスカナ大公に行裁図型の日本図が献ぜられ，今なおフローレン

スの国立古文書館に保存されてL.､る．またマドリツトの国立歴史古文書館には, 1587年

平戸からヒリツピシヘの使節の伝えた行恭図も現存する．

3 「行基,崎･薩御作日本地図」 嘉元3年（1305）の紀年あb,京都仁和寺蔵．

影写図．

4 「南騰部州大円本国正統図」 無記年手稿図奈良唐招提寺蔵．影写図．

5 「海東諸国紀」 申叔舟奉勅撰，京城帝大複刻本．

6AntonioFranciscoCardim:FascicvlvseJapponicisFIoribvs…Romae,
1646．

巻頭に日本図あり. {!JapponiaeNova&Accuratadescriptio''.

わが戦国時代の日本図が欧I､|､|へ伝えられた1例に属す．この系統の図は17泄紀から18

1M紀にかけ, 1世紀以上もⅡfに行われた．

7 「日本之絵図」 無紀年〔1623-1626〕手稿図．｜野図書館蔵．写真．

慶長度（1605）の国絵図に基いて作られた江戸幕府撰最初の総図． 本図は江戸II!j代最

初の総図というよりも，実測図である点からも本邦古地図中最も貴重なもの．

8正保度, H本総図 手陥図写真

9元録度，日本総図 手稿図写真

10享保度, |-1本総図 手棡図写真．

11 伊能忠敬作 ’1本総図 k野図書館蔵．

【苛橋景保がSieboldに贈り, Siebold事件(1828)に発覚押収されたものと考えられる

もの．1827年手稿図．

Ⅱ 欧洲地図学古典

1 P()mponiusMelaの地理当：

（ 1 ）



●
新
発
売

一役坐娃患アアレ泌〆ギ に

新強力抗ヒスタ ン剤
、
『
、

鑿
4,身心

、

屯

〔本質〕

〔特長〕

塩酸プロメタジン

①抗ヒスタミン作用は、塩酸ジフエンヒド

ラミンの30倍強力と云われている

②中椛神経に対して著明な鎮静作用を有し

この為喘息の治療に特に効果的である

③強力な副交感神経遮断作用を有する

以上の優れた特長によって、本剤は諸種

アレルギー性疾患に的確に奏効する。

－適応症一

喘息，端息様気管支炎，葎麻疹，展痒症，湿疹，

偏頭痛，アレルギー俳冑,炎，接触件皮苗炎，過敏

'朧紅斑，放射線常酔，「|'燕疹，莱疹・動揺症，不

眠症，強化麻酔，脱酔準備

〔包装〕 糖衣錠（陣）30錠1側錠

1m錠（25唾）1㈹錠1皿錠

it:(25E) 1cc lO=

M 製 造 販 売

⑳⑧二二二麗驫息墨蓮憲二憲罵
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